
真
名
本
『
詠
歌
大
概
』
論
述
部
の
訓
読
試
案

-
定
家
の
意
図
し
た
表
現
・
訓
読
を
想
定
し
て

は
じ
め
に

和
化
漢
文
に
関
し
て
、
そ
の
解
読
や
文
章
作
成
者
の
意
図
し
た
国
語
文
の
再

現
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
漢
語
と
和
語
と
の

識
別
、
和
語
に
つ
い
て
の
和
訓
と
語
形
の
決
定
、
附
属
語
等
の
補
読
の
再
現
な

ど
の
困
難
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
和
化
漢
文
に
加
点
さ
れ
た
訓
点
資
料
は

少
数
の
も
の
に
限
ら
れ
、
文
章
作
成
者
自
身
に
よ
る
加
点
・
訓
読
の
資
料
が
得

難
い
状
況
に
あ
る
こ
と
も
一
つ
の
要
因
で
あ
る
。

和
化
漢
文
の
精
確
な
読
解
の
方
法
に
関
す
る
具
体
的
な
提
案
が
先
学
に
あ
る
o

例
え
ば
、
峰
岸
氏
は
、
厳
密
な
解
読
作
業
の
手
続
き
と
し
て
'
漢
語
と
和
語
と

の
識
別
や
和
語
の
語
形
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
漢
字
の
有
す
る
読
み
を
可
能
な

限
り
網
羅
し
た
上
で
、
複
数
の
可
能
性
の
中
か
ら
、
古
字
書
や
訓
点
・
漢
字
仮

名
交
り
文
資
料
の
傍
訓
・
捨
て
仮
名
・
送
り
仮
名
と
そ
の
他
の
仮
名
表
記
例
な

ど
を
参
考
に
L
へ
当
該
漢
字
の
職
能
や
訓
と
の
関
係
の
定
着
度
を
勘
案
L
へ
更

に
文
脈
を
も
考
慮
し
て
相
応
し
い
読
み
を
検
討
す
る
必
要
性
を
述
べ
ら
れ
た

(
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
・
4
9
貢
～

5
6
貢
。
以
下
「
峰
岸
文
献
」
と
略
称
。
)
。
こ
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
け
ば
、
和

化
漢
文
作
成
者
自
身
に
よ
る
国
語
表
現
・
仮
名
表
記
資
料
が
存
す
る
場
合
へ
そ

れ
が
訓
読
に
極
め
て
有
効
な
参
照
資
料
に
な
り
得
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

田

中

雅

和

そ
こ
で
、
本
稿
は
斯
か
る
方
法
の
有
効
性
の
確
認
へ
或
い
は
そ
れ
に
基
づ
-
具

体
的
な
実
践
を
意
図
す
る
の
で
'
少
々
の
煩
わ
し
さ
も
承
知
の
上
で
、
訓
読
に

至
る
手
順
を
必
要
な
範
囲
で
詳
述
す
る
。
ま
た
、
和
化
漢
文
の
解
読
に
あ
た
っ

て
は
、
文
章
作
成
者
の
表
現
行
為
と
理
解
行
為
と
の
両
面
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ

の
使
用
言
語
の
実
態
と
特
徴
を
把
握
し
'
両
者
を
融
合
さ
せ
る
形
で
訓
読
文
を

想
定
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
目
的
と
方
法

本
稿
の
目
的
は
和
化
漢
文
で
記
さ
れ
た
『
詠
歌
大
概
』
論
述
部
の
訓
読
に
つ

い
て
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
真
名
本
の
訓
読
文
と
見
な
さ
れ
る
仮
名
本
が
あ

る
が
、
後
代
の
人
物
に
よ
る
訓
読
で
あ
り
、
作
成
者
が
意
図
し
た
国
語
文
と
い

う
点
か
ら
見
て
も
'
一
般
的
な
漢
文
訓
尿
の
時
代
的
有
様
か
ら
見
て
も
、
定
家

の
そ
れ
と
は
幾
分
異
な
る
。
そ
こ
で
へ
和
化
漢
文
表
現
の
基
底
に
あ
る
定
家
が

意
図
し
た
国
語
(
表
現
)
文
の
再
現
を
試
み
、
或
い
は
定
家
自
身
に
よ
る
訓
読

文
を
想
定
し
て
み
た
い
。
ま
た
へ
未
だ
明
確
で
な
い
後
代
の
諸
種
仮
名
本
間
の

関
連
と
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
、
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
る
。

当
該
資
料
が
和
化
漢
文
に
よ
る
定
家
歌
論
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
そ
の
訓
読

文
の
検
討
や
精
確
な
解
読
の
た
め
に
有
効
な
環
境
が
見
出
せ
る
。
例
え
ば
、
内

容
上
も
類
似
す
る
定
家
自
筆
の
『
近
代
秀
歌
』
に
よ
っ
て
、
定
家
の
歌
論
に
お
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け
る
用
語
・
語
法
な
ど
の
確
認
と
表
現
の
趣
旨
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
'
或

い
は
『
毎
月
抄
』
も
そ
の
補
助
資
料
と
し
得
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
定
家
の

表
現
行
為
に
お
け
る
使
用
言
語
の
諸
実
態
と
そ
の
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
の
参

考
に
な
り
'
定
家
が
意
図
し
た
国
語
文
の
想
定
に
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
大
江

周
房
の
和
化
漢
文
と
定
家
に
よ
る
訓
読
文
(
漢
字
仮
名
交
り
文
)
と
の
両
資
料

が
存
す
る
「
宗
清
願
文
案
」
で
は
、
定
家
の
表
現
に
お
け
る
和
化
漢
文
の
用
字
・

用
語
・
語
法
と
訓
読
と
の
関
係
や
特
徴
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
和
化
漢
文
作
成

者
と
訓
読
者
と
は
異
な
る
が
'
訓
読
と
い
う
理
解
行
為
に
お
け
る
使
用
言
語
の

実
態
と
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
の
参
考
に
な
り
、
定
家
自
身
に
よ
る
訓
読
文
を

想
定
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
。
更
に
、
第
三
者
の
作
成
し
た
和
化
漢
文
を
訓
読

す
る
と
い
う
定
家
の
理
解
行
為
に
お
け
る
言
語
的
特
徴
は
、
定
家
自
身
に
よ
る

和
化
漢
文
作
成
へ
表
現
行
為
)
の
際
に
も
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
自
身
が

訓
読
す
る
よ
う
に
、
或
い
は
訓
読
で
き
る
よ
う
に
、
用
字
・
用
語
・
構
文
等
を

選
択
し
て
表
現
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

宗
清
願
文
案
に
つ
い
て
は
へ
文
体
の
異
な
る
(
和
化
漢
文
・
漢
字
仮
名
交
り

文
)
二
種
類
の
文
書
を
l
対
の
資
料
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、
和
化
漢
文
の
訓

読
(
理
解
行
為
)
に
関
す
る
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
端
緒
と
な
し
得
る
こ
と
を
'

か
つ
て
拙
稿
(
「
「
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
」
二
種
(
漢
字
仮

名
交
り
文
・
和
化
漢
文
)
対
照
本
文
」
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
2
1
輯
)
で
述
べ

た
。
本
稿
は
そ
の
実
践
的
な
試
み
と
し
て
'
同
資
料
を
分
析
し
た
言
語
事
象
の

検
討
結
果
を
用
い
、
更
に
和
文
資
料
も
合
わ
せ
て
、
各
資
料
の
言
語
的
特
徴
を

相
互
に
勘
案
し
な
が
ら
へ
表
現
行
為
と
理
解
行
為
と
の
両
面
か
ら
接
近
す
る
こ

と
で
、
定
家
の
意
図
し
た
国
語
文
(
表
現
文
)
或
い
は
訓
読
文
を
想
定
す
る
も

の
で
あ
る
。

訓
読
法
(
文
や
句
の
断
続
、
不
読
・
補
読
・
読
添
の
区
別
、
語
法
な
ど
)
に

つ
い
て
は
宗
清
原
文
案
(
引
用
例
は
前
出
拙
稿
に
拠
る
O
用
例
文
面
数
字
は
拙

稿
本
文
の
通
し
番
号
を
示
す
。
)
を
中
心
に
、
用
語
や
語
形
な
ど
に
つ
い
て
は

『
近
代
秀
歌
』
(
引
用
例
は
日
本
古
典
文
学
大
系
に
拠
る
)
と
『
毎
月
抄
』
(
同

上
)
を
中
心
に
参
照
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
る
o
ま
た
、
先
述
し
た
方
法
に
従

い
、
漢
字
と
訓
み
・
語
形
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
可
能
性
を
広
-
求
め
、

決
定
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
『
色
葉
字
類
抄
』
(
以
下
「
字
類
抄
」
と
略
称
)

と
『
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
』
(
以
下
「
名
義
抄
」
と
略
称
)
を
も
併
せ
用
い

て
検
討
す
る
。
但
し
、
毎
月
抄
は
定
家
真
作
に
疑
問
が
呈
せ
ら
れ
'
且
つ
執
筆

の
目
的
や
そ
れ
に
伴
う
文
体
的
性
格
が
近
代
秀
歌
と
は
相
当
に
異
な
る
の
で
'

当
該
訓
読
に
は
近
代
秀
歌
の
用
語
や
表
現
の
方
を
よ
り
重
視
す
べ
き
か
と
思
う
。

和
化
漢
文
本
文
に
は
青
陵
部
蔵
尭
孝
筆
本
(
笠
間
影
印
叢
刊
)
を
用
い
へ
割

注
を
【
】
で
示
し
、
読
み
の
便
宜
の
た
め
に
私
に
改
行
し
て
適
宜
字
間
を
空

け
た
部
分
も
あ
る
。
訓
読
文
に
つ
い
て
は
'
原
則
と
し
て
'
自
立
語
は
漢
字
に

振
り
仮
名
を
施
し
、
補
読
し
た
語
と
附
属
語
等
は
仮
名
に
よ
っ
て
示
し
た
。
宗

清
願
文
案
に
お
け
る
定
家
の
訓
読
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
は
へ
拙
稿
「
和
化
漢

文
と
定
家
の
訓
読
-
石
清
水
八
幡
宮
権
別
当
田
中
宗
清
願
文
案
に
お
け
る
助
詞

と
助
字
と
の
関
係
-
」
(
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
2
2
韓
。
以
下
「
拙
稿
①
」
)
に

詳
細
を
委
ね
る
。
な
お
、
論
考
展
開
と
表
記
上
の
煩
わ
し
さ
や
読
み
難
さ
を
避

け
る
た
め
の
便
宜
と
し
て
、
通
常
の
論
文
に
お
け
る
注
の
末
尾
掲
載
形
式
を
採

ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て
最
小
限
の
注
を
本
文
中
に
組
み
込
む
形
式
を
採
る
。

斯
か
る
訓
読
文
の
作
成
に
は
定
家
歌
論
の
理
解
と
そ
れ
に
基
づ
-
内
容
的
な

解
釈
の
妥
当
性
を
前
提
に
す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
が
、
論
者
に
は
充

分
な
知
識
も
論
じ
得
る
だ
け
の
用
意
も
な
い
。
単
純
に
'
和
化
漢
文
の
訓
読
と
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い
う
点
に
つ
い
て
、
国
語
学
的
な
興
味
に
絞
っ
て
考
察
を
加
え
た
の
で
、
十
全

と
は
言
え
な
い
訓
読
試
案
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
。
末
だ
課
題
を
残
し
た
ま

ま
の
箇
所
も
あ
る
o
従
っ
て
'
定
家
歌
論
の
解
釈
と
い
う
点
か
ら
も
、
定
家
の

用
語
・
語
法
や
訓
読
と
い
う
点
か
ら
も
、
妥
当
性
を
欠
い
た
論
者
の
悪
意
に
陥
っ

て
い
る
こ
と
を
恐
れ
る
。
大
方
の
ご
批
正
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

訓
読
試
案
と
訓
読
の
検
討

情
以
新
為
先
【
求
人
未
詠
之
心
詠
之
】

x

m

^

K

w

c

a

巳

児

情
は
新
し
き
を
先
と
L
t
【
人
の
未
だ
詠
ま
ざ
る
心
を
求
め
て
詠
む
。
】

「
情
」
は
名
義
抄
(
法
中
九
六
)
・
字
類
抄
(
下
・
人
体
)
に
も
コ
ー
ロ
が

あ
る
O
奥
以
A
為
B
》
型
の
表
現
は
和
化
漢
文
の
定
型
で
へ
そ
の
訓
読
は
「
A

を
も
ち
て
B
と
す
」
「
A
を
B
と
す
」
で
あ
る
。
斯
か
る
場
合
の
「
為
」
字
は
、
～

ト
ス
と
訓
む
べ
き
で
、
ナ
ス
等
の
訓
み
は
採
り
得
な
い
。
宗
清
願
文
案
で
〔
以

正
直
可
為
先
〕
を
定
家
が
(
2
-
1
正
直
を
さ
き
と
L
V
と
訓
読
す
る
よ
う
に
、
こ

こ
で
の
「
以
」
も
格
助
詞
ヲ
で
訓
む
。
「
以
」
を
モ
チ
テ
と
す
る
か
ヲ
と
す
る

か
の
区
別
は
、
A
B
そ
れ
ぞ
れ
が
示
す
内
容
の
具
体
性
と
両
者
の
関
係
、
或
い

は
A
と
B
と
の
措
辞
上
の
距
離
に
よ
る
(
拙
稿
①
1
-
4
貢
)
。
句
末
の
表
現
は
後

続
句
と
の
断
続
関
係
に
よ
っ
て
終
止
法
と
中
止
法
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
対
句

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
文
脈
的
意
味
か
ら
も
、
後
句
と
l
続
き
の
l
文
と
見
得
る
。

そ
の
場
合
の
接
続
表
現
に
は
、
接
続
助
詞
を
用
い
る
「
先
と
し
て
」
と
連
用
中

止
法
の
「
先
と
し
」
と
が
考
え
ら
れ
る
。
後
句
と
の
関
係
は
、
両
旬
間
に
時
間

的
な
前
後
関
係
(
時
間
的
継
起
性
)
が
な
-
、
意
味
的
な
共
通
性
を
持
つ
。
従
っ

て
、
両
句
の
序
列
は
固
定
的
で
な
-
'
並
列
さ
れ
る
だ
け
の
関
係
な
の
で
'
表

現
上
両
句
の
置
換
が
可
能
で
あ
る
O
斯
か
る
場
合
の
句
の
接
続
関
係
は
、
助
詞

テ
を
用
い
る
の
で
な
-
、
連
用
中
止
法
を
採
る
こ
と
が
'
古
代
接
続
法
の
方
面

(
山
口
尭
二
『
古
代
接
続
法
の
研
究
』
明
治
書
院
・
第
1
4
章
)
か
ら
も
宗
清
願

文
案
の
定
家
に
よ
る
訓
読
の
特
徴
(
拙
稿
①
2
1
3
頁
)
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。

主
格
助
詞
「
の
」
は
'
和
化
漢
文
で
文
字
化
さ
れ
る
こ
と
が
殆
ど
な
い
が
、

訓
読
で
は
文
脈
に
応
じ
て
補
読
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
「
未
」
は
再
読

「
い
ま
だ
～
ず
」
が
、
こ
の
期
の
t
般
的
な
訓
読
の
型
で
あ
り
'
宗
清
原
文
案

の
定
家
訓
読
で
も
同
様
で
あ
る
。
助
動
詞
ズ
の
連
体
形
ヌ
と
ザ
ル
と
に
は
文
体

的
位
相
差
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
宗
清
願
文
案
の
訓
読
で
は
、
ヌ
二
例

と
ザ
ル
六
例
が
用
い
ら
れ
'
連
体
修
飾
に
ザ
ル
の
使
用
が
多
い
。
一
方
へ
近
代

秀
歌
で
は
、
ザ
ル
の
使
用
が
な
-
'
ヌ
が
和
歌
以
外
の
文
に
七
例
あ
り
、
連
体

修
飾
(
五
例
)
に
は
ヌ
が
専
ら
用
い
ら
れ
る
。
両
資
料
に
見
る
限
り
へ
定
家
の

使
用
状
況
も
文
体
に
よ
る
位
相
差
が
反
映
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
和
化

漢
文
の
訓
読
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
定
家
の
用
語
と
し
て
ザ
ル
を
も
っ
て
訓

む
。
「
詠
」
に
関
し
て
は
、
名
義
抄
登
載
の
訓
は
ウ
タ
フ
・
シ
ノ
バ
シ
フ
・
サ

ヘ
ツ
ル
(
法
上
七
二
)
で
、
芋
類
抄
に
も
ヨ
ム
訓
を
確
認
で
き
な
い
が
'
近
代

秀
歌
等
に
お
け
る
斯
か
る
意
味
で
の
用
語
は
ヨ
ム
で
あ
る
。
古
辞
書
に
あ
る
ウ

タ
フ
や
漢
語
動
詞
の
詠
ズ
は
、
斯
か
る
意
味
で
の
使
用
が
、
定
家
の
用
語
に
見

出
せ
な
い
。
ま
た
、
句
中
に
二
種
の
用
法
の
「
之
」
が
あ
る
。
一
つ
は
連
体
修

飾
用
法
の
「
之
」
で
あ
る
Q
和
化
漢
文
で
《
活
用
語
+
之
十
体
言
》
の
如
-
に

な
る
こ
と
が
あ
る
が
、
訓
読
で
は
助
詞
ノ
で
訓
ま
ず
、
活
用
語
連
体
形
で
修
飾

す
る
。
訓
点
資
料
に
お
い
て
も
、
活
用
語
の
連
体
形
に
助
詞
ノ
を
接
続
さ
せ
て

「
之
」
を
字
面
の
ま
ま
に
訓
む
よ
う
に
な
る
の
は
、
室
町
時
代
以
降
の
こ
と
と

さ
れ
る
。
今
1
つ
は
文
末
の
「
之
」
で
あ
る
o
文
中
に
「
之
」
の
指
す
具
体
的

内
容
が
あ
る
場
合
は
代
名
詞
コ
レ
の
訓
を
充
当
す
る
こ
と
が
あ
る
が
'
当
該
例
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は
特
に
訓
読
す
る
必
要
の
な
い
陳
述
の
助
字
で
あ
り
、
不
読
と
す
る
。

詞
以
者
可
用
【
詞
不
可
出
三
代
集
先
達
之
所
用
新
古
今
古
人
寄
同
可
用
之
】

こ

と

ば

ふ

る

も

ち

こ

ー

Q

セ

ン

ダ

ツ

も

ち

詞
は
着
き
を
用
ゐ
る
べ
し
。
【
詞
は
'
三
代
集
の
先
達
の
用
ゐ
る
と
こ
ろ
へ

い

に

し

へ

び

と

う

た

い

お

な

も

ち

新
古
今
の
古
人
の
歌
を
出
づ
べ
か
ら
す
。
同
じ
-
こ
れ
を
用
ゐ
る
べ
し
。
】

「
詞
」
は
名
義
抄
(
法
上
五
五
)
に
コ
ト
バ
が
、
「
膏
」
は
名
義
抄
(
法
下

四
三
)
・
字
類
抄
(
中
・
辞
字
)
に
フ
ル
シ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
る
。

前
句
と
の
対
と
見
て
、
「
貫
き
を
用
ゐ
る
べ
L
L
と
訓
む
。
「
～
を
～
と
す
」

の
定
型
で
な
い
の
で
「
詞
可
用
菅
」
で
も
表
現
で
き
る
所
で
あ
る
が
、
殊
更
に

「
以
」
を
用
い
た
の
は
、
《
以
-
為
-
》
の
構
文
で
示
し
た
前
句
と
の
対
句
表

現
が
意
識
さ
れ
た
修
辞
的
用
法
で
あ
ろ
う
D
「
以
」
の
使
用
と
そ
れ
を
ヲ
モ
チ

テ
と
訓
ず
る
こ
と
に
実
質
的
・
積
極
的
な
意
味
を
認
め
難
い
。
前
句
と
合
わ
せ

て
へ
近
代
秀
歌
に
あ
る
「
こ
と
ば
ゝ
ふ
る
き
を
し
た
ひ
'
こ
1
ろ
は
あ
た
ら
し

き
を
も
と
め
」
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ア
タ
ラ
シ
と
対
に
な

る
語
が
フ
ル
シ
で
あ
る
こ
と
と
、
「
新
」
「
膏
」
の
関
係
と
そ
の
訓
み
が
確
認
で

き
る
。
「
用
」
は
'
中
世
に
お
け
る
活
用
型
と
語
形
か
ら
見
れ
ば
'
モ
チ
ヰ
ル
・

モ
チ
フ
(
名
義
抄
・
備
中
一
三
六
)
と
モ
チ
エ
へ
三
種
類
の
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
が
、
宗
清
原
文
案
で
「
用
」
を
モ
チ
ヰ
ル
と
訓
じ
て
お
り
、
近
代
秀
歌
で

も
定
家
の
用
語
は
モ
チ
ヰ
ル
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

割
注
の
文
は
'
表
現
上
「
三
代
集
先
達
」
と
「
新
古
今
古
人
」
と
が
対
に
な

る
。
漢
文
表
記
に
連
体
格
「
之
」
が
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
意
味
を
認
め
る
な

ら
ば
'
そ
れ
ぞ
れ
二
語
を
並
列
さ
せ
る
だ
け
の
訓
み
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
「
之
」
の
連
続
使
用
に
よ
る
表
記
上
の
煩
雑
さ
が
避
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
二
語
の
意
味
的
な
関
連
か
ら
見
て
も
、
二
語
間
に
連
体
格
助
詞
ノ
を
補

読
す
る
「
三
代
集
の
先
達
」
「
新
古
今
の
古
人
」
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

当
該
箇
所
は
'
特
に
句
の
断
続
関
係
が
問
題
と
な
る
。
「
先
達
之
所
用
」
の

「
之
」
は
主
格
用
法
で
あ
る
。
和
化
漢
文
に
お
け
る
主
格
用
法
の
「
之
」
は
、

独
立
し
た
単
文
中
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
殆
ど
な
-
、
名
詞
句
中
(
連
体
句
)

な
ど
に
用
い
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
特
に
、
定
型
の
《
体
言
+
之
(
主
格
)
+

柄
(
形
式
名
詞
)
+
動
詞
》
形
式
で
用
い
ら
れ
る
も
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
従
っ

て
、
「
先
達
之
所
用
」
を
独
立
し
た
1
文
と
見
る
べ
き
で
な
い
o
I
「
詞
不
可

出
・
・
・
先
達
之
所
用
」
へ
H
「
詞
不
可
出
新
古
今
之
古
人
苛
」
、
E
j
「
先
達
之

所
用
-
・
・
・
同
可
用
之
」
、
い
ず
れ
か
の
句
切
り
で
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
構

文
的
特
徴
や
意
味
か
ら
考
え
る
と
、
I
H
の
解
釈
の
方
が
妥
当
性
が
高
い
。
仮

名
本
で
は
多
-
Ⅲ
の
句
切
り
に
近
い
よ
う
で
「
先
達
之
所
用
」
を
独
立
し
た
一

文
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
意
味
・
文
脈
上
の
不
自
然
さ
も
否
め
ず
'
解
釈
に

疑
問
が
残
る
。
I
の
如
-
に
1
文
を
切
る
な
ら
ば
、
「
三
代
集
の
先
達
の
用
語
」

を
最
優
先
に
L
へ
「
新
古
今
集
の
古
人
の
歌
」
は
そ
れ
に
準
じ
て
適
宜
用
い
る

の
が
よ
い
と
い
う
意
に
解
釈
さ
れ
よ
う
か
。
或
い
は
、
用
語
を
「
三
代
集
先
達
」

に
'
本
歌
取
り
の
対
象
を
「
新
古
今
古
人
」
に
と
区
別
し
た
も
の
と
も
解
釈
さ

れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
不
可
出
」
の
範
囲
を
「
三
代
集
先
達
」
、
「
同
可
用
」

の
範
囲
を
「
新
古
今
古
人
」
と
し
て
区
別
し
た
切
り
方
に
な
る
。
E
の
解
釈
は
、

「
詞
以
啓
可
用
」
の
注
と
し
て
「
三
代
集
先
達
之
所
用
」
「
新
古
今
古
人
苛
」

の
「
詞
」
を
並
べ
、
更
に
「
同
可
用
之
」
も
両
者
を
承
け
た
も
の
と
見
得
る
。

「
新
古
今
古
人
寄
」
(
新
古
今
の
中
の
古
人
の
歌
)
は
近
代
秀
歌
と
毎
月
抄
に

あ
る
「
寛
平
以
徒
の
(
先
達
の
)
歌
」
と
意
識
の
上
で
は
通
じ
る
も
の
で
、

「
同
可
用
之
」
の
内
容
は
近
代
秀
歌
の
「
む
か
し
の
う
た
の
こ
と
ば
を
顧
引
融
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さ
れ
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う
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の
切
り
方
が
'
和
化
漢
文
の
構
文
か
ら
見
て
も
t
よ
り
相
応
し
い
解
釈
で
あ
ろ
う
0

「
先
達
」
は
字
類
抄
(
下
・
人
倫
)
に
セ
ン
ダ
ツ
が
確
認
で
き
る
。
「
古
人
」

に
つ
い
て
は
、
毎
月
抄
の
「
古
風
」
「
古
鉢
」
が
字
音
読
語
と
見
得
る
の
で
、

音
読
コ
ジ
ン
も
可
能
で
あ
る
。
和
訓
読
で
考
え
る
な
ら
ば
、
名
義
抄
(
備
中
六

≡
)
の
訓
に
合
わ
せ
て
、
字
類
抄
で
は
イ
ニ
シ
ヘ
訓
に
「
古
・
以
往
・
終
古
・

既
往
・
往
・
曽
・
膏
・
故
・
嘗
・
昔
」
(
上
・
天
象
)
、
ム
カ
シ
訓
に
「
昔
・
嘗
・

曽
・
往
・
適
・
古
・
膏
」
等
(
中
・
天
象
)
が
'
フ
ル
シ
訓
に
「
古
・
故
」
等

(
中
・
辞
字
)
が
登
載
さ
れ
る
の
で
'
「
古
」
の
訓
に
は
フ
ル
シ
・
イ
ニ
シ
ヘ
・

ム
カ
シ
が
考
え
ら
れ
る
。
毎
月
抄
の
用
語
「
古
人
の
詠
作
に
も
心
の
な
か
ら
ん

苛
を
ば
無
實
苛
と
ぞ
申
べ
き
。
今
の
人
の
よ
め
ら
ん
に
も
う
る
は
し
-
た
ゞ
L

か
ら
ん
を
ば
有
實
苛
と
ぞ
申
侍
べ
-
候
。
」
「
わ
が
心
の
中
に
て
、
苛
の
昔
今
を

思
合
て
み
る
に
へ
い
に
L
へ
よ
り
も
昔
時
は
'
事
外
に
よ
む
寄
ご
と
に
わ
ろ
-

の
み
お
ぼ
え
て
」
に
見
る
よ
う
に
、
「
古
人
」
は
「
今
の
人
」
と
対
に
な
る
用

語
で
あ
り
'
「
今
」
「
昔
時
」
に
対
す
る
用
語
が
イ
ニ
シ
へ
・
ム
カ
シ
で
あ
る
と

見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
先
述
の
如
-
フ
ル
シ
に
対
す
る
語
が
ア
タ
ラ
シ
で
あ

る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
「
古
人
」
の
訓
読
は
イ
ニ
シ
ヘ
(
ノ
)
ヒ
ト
・
ム
カ
シ

(
ノ
)
ヒ
ト
と
考
え
ら
れ
る
。
1
応
イ
ニ
シ
ヘ
ビ
ト
の
訓
み
を
採
る
.

風
鉢
可
致
堪
能
先
達
之
秀
等
【
不
論
古
今
遠
近
見
宜
苛
可
敷
其
鉢
】

フ

ウ

テ

イ

カ

ン

ノ

ウ

セ

ン

タ

ツ

シ

ウ

カ

な

ら

コ

コ

ン

ヲ

ン

コ

ン

き

ち

よ

ろ

風
鉢
は
堪
能
の
先
達
の
秀
署
に
敷
ふ
べ
L
o
【
古
今
遠
近
を
論
は
ず
へ
宜
L

f

i

'

*

f

-

t

.

・

[

き
苛
を
見
て
そ
の
鉢
に
致
ふ
べ
し
。
】

「
堪
能
」
は
字
類
抄
(
上
・
畳
字
)
で
カ
ム
ノ
ウ
が
確
認
で
き
る
。
連
体
修

飾
用
法
と
し
て
「
堪
能
タ
ル
・
堪
能
ナ
ル
」
も
考
え
ら
れ
る
が
'
次
の
各
用
例

か
ら
見
れ
ば
'
助
詞
「
の
」
を
用
い
た
「
堪
能
の
先
達
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
堪
能
の
人
々
を
召
し
え
ら
び
て
、
臨
時
に
御
会
あ
り
」
(
保
元
物
語
・
上
)

「
詩
歌
の
船
を
分
か
ち
て
、
各
堪
能
の
人
々
を
乗
せ
」
(
古
今
著
聞
集
・
五
)

「
上
下
腰
を
い
は
ず
、
堪
能
の
も
の
に
ゆ
づ
り
て
、
か
れ
が
う
た
ふ
を
待
な
り
」

(
十
訓
抄
二
)
或
い
は
、
両
語
を
並
列
さ
せ
た
「
堪
能
・
先
達
の
秀
歌
」
と

い
う
意
味
と
も
見
得
る
。
ま
た
、
「
秀
歌
」
の
訓
は
近
代
秀
歌
に
あ
る
「
す
ぐ

れ
た
る
う
た
」
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。
古
辞
書
等
を
見
て
も
「
秀
」
の
訓
に

ス
グ
ル
は
確
認
で
き
な
い
が
、
意
味
的
に
は
可
能
で
あ
る
。

「
救
」
は
'
名
義
抄
(
僧
下
五
四
)
の
訓
の
中
か
ら
'
マ
ネ
プ
・
ナ
ラ
フ
が

考
え
ら
れ
る
。
近
代
秀
歌
に
マ
ネ
プ
一
例
へ
毎
月
抄
に
マ
ナ
プ
五
例
が
認
め
ら

れ
る
が
'
こ
れ
ら
は
表
面
的
に
倣
う
行
為
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
ち
へ
そ
の

行
為
に
つ
い
て
の
否
定
的
な
表
現
の
中
で
使
わ
れ
る
。
例
え
ば
「
た
ゞ
き
1
に

-
き
を
こ
と
ゝ
し
て
-
-
に
ぬ
う
た
を
ま
ね
ぶ
と
お
も
へ
る
と
も
が
ら
あ
ま
ね

-
な
り
に
て
侍
に
や
」
(
近
代
秀
歌
)
「
勅
撰
の
苛
な
れ
ば
と
て
か
な
ら
ず
苛
ご

と
に
わ
た
り
て
ま
な
ぶ
べ
か
ら
ず
」
(
毎
月
抄
)
「
た
,
,
^
わ
が
よ
む
や
う
を
裏
融

Y
と
の
み
を
し
ふ
る
事
無
下
の
道
し
ら
ぬ
に
て
侍
べ
し
」
(
同
)
の
如
く
で
あ

る
。
一
方
へ
ナ
ラ
フ
は
近
代
秀
歌
に
五
例
、
毎
月
抄
に
六
例
(
内
ヨ
ミ
ナ
ラ
フ

五
例
)
が
見
出
せ
る
。
ナ
ラ
フ
は
対
象
を
範
と
し
て
積
極
的
に
尊
重
す
る
と
い

う
評
価
に
基
づ
い
て
、
慣
れ
親
し
む
或
い
は
習
得
す
る
と
い
う
肯
定
的
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
の
表
現
に
使
わ
れ
る
。
例
え
ば
「
□
な
れ
ん
た
め
に
は
は
や
ら
か
に
よ

み
な
ら
ひ
侍
べ
し
」
(
毎
月
抄
)
「
ち
か
く
は
亡
父
卿
す
な
は
ち
こ
の
み
ち
を
融

ら
ひ
侍
け
る
基
俊
と
申
け
る
人
」
(
近
代
秀
歌
)
「
寛
平
以
往
の
苛
に
な
ら
は
ゞ

を
の
づ
か
ら
よ
ろ
し
さ
こ
と
も
な
ど
か
侍
ら
ざ
ら
ん
」
(
同
)
「
た
ゞ
こ
の
お
も

む
き
を
わ
づ
か
に
お
も
ふ
ば
か
り
に
て
-
-
さ
ら
に
な
ら
ひ
し
る
こ
と
も
侍
ら

ず
」
(
同
)
の
如
-
で
あ
る
。
以
上
を
定
家
の
用
語
の
特
徴
と
見
て
良
け
れ
ば
、
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「
致
」
は
肯
定
的
で
積
極
的
に
尊
重
す
る
意
の
ナ
ラ
フ
と
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
へ
ナ
ラ
フ
の
と
る
助
詞
は
'
文
法
的
意
味
に
よ
っ
て
、
ニ
格
・
ヲ
格
の
両

様
が
考
え
ら
れ
る
。
当
例
の
意
味
・
用
法
は
前
出
「
苛
に
な
ら
ふ
」
等
と
同
じ

と
見
得
る
の
で
、
格
助
詞
二
を
掃
読
し
て
訓
む
。
尚
、
後
に
あ
る
「
見
習
(
な

ら
ふ
)
」
と
の
用
字
・
意
味
の
異
同
も
考
慮
し
て
、
更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

近
代
秀
歌
・
毎
月
抄
に
ロ
ン
ズ
の
用
例
は
な
い
。
近
代
秀
歌
や
宗
清
願
文
案

を
見
る
と
、
定
家
の
用
語
と
し
て
漢
語
動
詞
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
は
認
め
難

い
。
そ
こ
で
、
名
義
抄
(
法
上
六
八
)
の
「
論
」
の
訓
を
参
考
に
す
る
と
、
ア

ラ
ソ
フ
・
エ
ラ
ブ
・
ア
ケ
ツ
ラ
フ
等
が
和
語
の
候
補
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、

文
脈
的
意
味
や
定
家
の
用
語
と
し
て
の
妥
当
性
、
更
に
字
類
抄
の
訓
と
の
関
係

な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
エ
ラ
ブ
以
外
は
積
極
的
に
採
り
得
な
い
t
n
i
み
に
、
宗

清
原
文
案
で
〓
向
矧
器
量
へ
何
銭
論
晶
秩
〕
を
(
7
1
向
に
器
量
を
封

て
、
品
秩
を
引
当
叫
へ
か
ら
す
)
の
如
く
キ
ラ
フ
と
訓
ん
だ
例
が
あ
る
が
、
名

義
抄
・
芋
類
抄
等
で
は
「
論
」
字
に
見
出
せ
な
い
訓
で
あ
る
。
し
か
し
、
字
類

抄
(
下
・
辞
字
)
に
お
い
て
エ
ラ
ブ
と
キ
ラ
フ
の
初
掲
被
注
字
は
同
じ
「
両
」

で
あ
り
、
か
つ
キ
ラ
フ
に
登
載
の
六
字
の
内
「
商
量
揮
簡
」
四
字
が
エ
ラ
ブ
に

登
載
の
漢
字
と
共
通
す
る
な
ど
、
両
語
の
密
接
な
意
味
的
関
係
が
確
認
で
き
る

こ
と
か
ら
、
名
義
抄
で
エ
ラ
ブ
訓
を
持
つ
「
論
」
字
が
宗
清
願
文
案
の
如
-
に

キ
ラ
フ
と
訓
ま
れ
る
こ
と
と
の
関
連
も
認
め
ら
れ
る
。
芋
類
抄
の
漢
字
か
ら
判

る
共
通
の
意
味
は
「
選
別
す
る
」
で
あ
る
が
、
両
者
間
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い

を
敢
え
て
求
め
る
な
ら
ば
へ
エ
ラ
ブ
が
「
選
び
取
る
」
へ
キ
ラ
フ
が
「
選
び
捨

て
る
」
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
「
不
論
」
の
訓
読
も
、
文
脈
的
意
味
か
ら
は
、

エ
ラ
バ
ズ
・
キ
ラ
ハ
ズ
の
い
ず
れ
で
も
不
都
合
は
な
い
も
の
の
、
「
選
び
捨
て

る
こ
と
な
-
」
の
意
の
キ
ラ
ハ
ズ
の
方
が
よ
り
相
応
し
い
訓
読
と
考
え
ら
れ
る
。

尚
へ
近
代
秀
歌
に
エ
ラ
ブ
・
キ
ラ
フ
は
な
-
、
毎
月
抄
に
「
一
向
有
心
の
鉢
を

の
み
さ
き
と
し
て
よ
め
る
ば
か
り
を
え
ら
ぴ
ぃ
だ
し
て
侍
る
也
」
が
あ
る
。

「
古
今
遠
近
」
は
漢
語
の
熟
字
と
見
て
よ
い
。
宗
清
原
文
案
で
和
化
漢
文
の

〔
道
俗
男
女
尊
卑
遠
近
有
線
無
線
自
界
他
界
〕
が
定
家
の
訓
読
で
も
そ

の
ま
ま
の
漢
語
熟
字
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
「
遠
近
」
は
芋
類
抄
(
中
・
畳
字
)

で
オ
ン
コ
ン
が
確
認
さ
れ
る
。

近
代
之
入
所
詠
出
之
心
詞
錐
為
一
句
謹
可
除
奔
之

【
七
八
十
年
以
来
人
之
苛
所
詠
出
之
詞
努
～
不
可
取
用
】

ち

か

よ

ひ

と

よ

い

だ

と

こ

ろ

こ

こ

ろ

こ

と

ば

ひ

と

タ

つ

つ

し

近
さ
代
の
人
の
詠
み
出
す
所
の
心
・
詞
は
、
一
句
た
り
と
い
ふ
と
も
'
謹
み

の

ぞ

す

シ

チ

ハ

チ

ヅ

フ

ネ

ン

ひ

と

う

た

よ

て
こ
れ
を
除
き
弄
つ
べ
し
。
【
七
八
十
年
よ
り
こ
の
か
た
の
人
の
苛
も
詠
み

い

・

v

i

サ

,

j

、

蝣

^

f

i

i

.

f

i

め

j

I

L

4

=

出
す
所
の
詞
'
努
～
取
り
用
ゐ
る
べ
か
ら
ず
。
】

宗
清
願
文
案
〔
近
代
〕
を
定
家
訓
読
で
は
(
ち
か
き
よ
)
と
す
る
。
近
代
秀

歌
の
用
語
で
も
「
い
は
む
や
ち
か
き
世
の
人
は
、
た
ゞ
お
も
ひ
え
た
る
風
情
を

三
十
字
に
い
ひ
っ
ゞ
け
む
こ
と
を
さ
き
と
し
て
」
が
確
認
で
き
る
C

全
体
は
定
型
の
《
体
言
十
之
(
主
格
)
+
所
(
形
式
名
詞
)
十
動
詞
》
で
あ

る
が
'
主
格
「
之
」
が
表
記
さ
れ
な
い
。
前
後
に
も
あ
る
「
之
」
の
連
続
使
用

が
避
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
和
化
漢
文
の
表
記
(
表
現
行
為
)
に
際
し
て
、

「
之
」
に
お
け
る
連
体
格
用
法
は
主
格
用
法
に
優
先
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

毎
月
抄
「
今
の
人
の
よ
め
ら
ん
に
も
」
が
参
考
に
な
る
。

「
錐
」
の
訓
読
は
原
則
と
し
て
ト
イ
フ
ト
モ
・
ト
イ
ヘ
ド
モ
と
見
て
よ
い
。

宗
清
願
文
案
に
ト
モ
と
訓
じ
た
例
が
あ
る
が
、
副
詞
タ
ト
ヒ
(
縦
)
等
と
呼
応

す
る
仮
定
表
現
の
形
式
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
他
は
訓
読
語
ト
イ
フ
ト

モ
・
ト
イ
ヘ
ド
モ
で
あ
る
。
多
-
は
1
語
相
当
の
資
格
で
接
続
助
詞
と
し
て
機
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能
す
る
が
'
《
名
詞
十
助
動
詞
(
断
定
)
+
ト
イ
フ
ト
モ
》
に
は
、
強
意
・
類

推
・
例
示
な
ど
の
用
法
と
見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
へ
国
語
の
副
助
詞
的
な
機
能

を
有
す
る
場
合
が
あ
る
(
拙
稿
②
「
条
件
句
構
成
の
「
雌
」
「
ト
イ
ヘ
ド
モ
」

「
ト
イ
フ
ト
モ
」
に
つ
い
て
」
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
1
5
輯
)
。
こ
こ
で
の
用
法

は
、
文
脈
的
意
味
か
ら
見
て
も
、
そ
れ
に
あ
た
る
。
「
為
」
は
'
名
義
抄
(
僧

下
七
九
)
に
タ
リ
訓
が
認
め
ら
れ
、
宗
清
腰
文
案
で
も
タ
リ
と
訓
じ
た
例
が
四

例
存
す
る
。
「
堆
」
を
接
続
助
詞
相
当
の
語
と
見
た
場
合
へ
《
堆
十
名
詞
》
の
形

を
訓
読
す
る
に
は
助
動
詞
等
の
補
読
を
必
要
と
す
る
の
で
'
国
語
文
と
し
て
必

要
な
助
動
詞
を
漢
文
形
式
の
表
記
(
和
化
漢
文
)
に
も
文
字
化
し
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。
「
一
句
」
は
近
代
秀
歌
「
き
の
ふ
け
ふ
と
い
ふ
ば
か
り
い
で
き
た
る

う
た
は
'
ひ
と
句
も
そ
の
人
の
よ
み
た
り
L
と
見
え
ん
こ
と
を
」
の
用
語
に
従
う
0

名
義
抄
(
僧
下
八
一
)
に
「
以
来
。
ノ
カ
タ
」
、
字
類
抄
(
下
・
畳
字
)
に

「
以
降
。
ノ
カ
タ
以
来
同
以
遠
同
・
今
来
イ
マ
ヨ
リ
。
ノ
カ
タ
」
が
確
認
で
き
る
。
近
代
秀

歌
「
む
か
し
っ
ら
ゆ
き
へ
苛
の
心
た
-
み
に
'
-
そ
れ
よ
り
こ
の
か
た
へ
そ
の

流
を
う
-
る
と
も
が
ら
」
の
漢
字
表
記
が
'
古
辞
書
に
認
め
ら
れ
る
訓
と
の
関

係
か
ら
も
、
「
以
来
」
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
古
辞
書
や
近
代
秀
歌
か
ら
も
、

訓
読
に
際
し
て
助
詞
ヨ
リ
を
補
読
す
る
こ
と
の
妥
当
性
が
支
持
さ
れ
る
。
ま
た
、

当
該
箇
所
は
、
諸
本
間
に
「
以
来
之
人
之
苛
」
「
以
来
之
人
寄
」
「
以
来
人
之
苛
」

「
以
来
人
」
(
古
典
大
系
の
校
異
を
参
照
)
四
種
類
の
異
同
が
あ
る
。
国
語
文

と
し
て
必
要
な
格
助
詞
ノ
は
、
和
化
漢
文
で
も
「
之
」
で
文
字
化
さ
れ
る
と
い

う
基
本
的
な
傾
向
を
認
め
得
る
が
、
訓
読
に
お
け
る
補
読
を
前
提
と
す
る
こ
と

も
珍
し
-
な
い
。
こ
こ
で
は
連
続
使
用
に
よ
る
表
記
の
煩
わ
し
さ
を
避
け
る
意

識
、
或
い
は
補
読
を
前
提
に
す
る
こ
と
が
反
映
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
尚
、

「
人
の
苛
顧
詠
み
出
す
」
の
如
き
訓
み
は
、
和
化
漢
文
の
構
文
・
措
字
と
補
読

の
関
係
か
ら
考
え
て
、
妥
当
性
・
可
能
性
が
低
-
、
採
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

於
古
人
音
名
多
以
其
同
詞
詠
之
巳
為
流
例

い

-

こ

し

へ

ひ

と

う

た

お

ほ

お

な

こ

・

丘

よ

古
人
の
苛
に
お
き
て
は
、
多
く
そ
の
同
じ
詞
を
も
ち
て
こ
れ
を
詠
む
。

す

で

リ

ウ

レ

イ

巳
に
流
例
た
り
。

宗
清
廉
文
案
で
は
《
於
+
名
詞
十
者
》
を
(
I
に
お
き
て
は
)
と
訓
む
。
動

詞
句
を
承
け
て
条
件
句
を
作
る
場
合
も
あ
る
が
、
名
詞
承
接
の
場
合
は
「
～
に

つ
い
て
は
」
と
い
う
意
の
提
示
・
強
調
の
表
現
で
あ
る
。
尚
へ
定
家
の
用
語
で

は
オ
キ
テ
・
モ
チ
テ
は
非
音
便
形
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
音
便
が
一
般
化
し

て
い
た
が
、
定
家
の
訓
読
で
は
音
便
形
が
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
が
そ
の
特
徴
と

指
摘
さ
れ
る
。
「
用
言
の
音
便
が
全
-
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
は
'
定
家
の
用

語
を
反
映
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
「
定
家
の
用
語
に
お
け
る
規
範
意
識
に
基
づ

-
も
の
と
思
わ
れ
る
。
」
(
小
林
芳
規
「
石
清
水
文
書
田
中
宗
清
願
文
案
に
現
れ

た
藤
原
定
家
の
用
字
用
語
に
つ
い
て
」
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
3
輯
)
0

「
於
古
人
者
-
-
巳
為
流
例
」
を
1
続
き
の
1
文
と
見
る
解
釈
と
、
「
巳
為

流
例
」
を
別
文
と
し
て
二
文
に
見
る
解
釈
と
が
可
能
で
あ
る
。
l
文
と
見
る
な

ら
ば
、
先
行
動
詞
句
に
形
式
体
言
コ
ト
を
補
読
し
て
後
句
に
続
け
る
べ
き
で
'

斯
か
る
訓
法
は
宗
清
願
文
案
の
定
家
の
訓
読
に
も
見
え
る
〔
見
其
各
々
之
勤
労
、

轟
無
面
々
之
哀
憐
〕
(
2
1
そ
の
を
の
く
の
つ
と
め
を
見
る
T
j
=
,
な
ん
そ
あ

ま
ね
き
あ
は
れ
ひ
な
か
ら
む
)
。
ま
た
、
「
己
為
流
例
」
は
「
す
で
に
流
例
と
す
」

「
す
で
に
流
例
た
り
」
「
す
で
に
流
例
と
な
れ
り
」
等
の
訓
読
が
考
え
ら
れ
る
。

副
詞
ス
デ
こ
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
で
呼
応
す
べ
き
助
動
詞
と

「
為
」
の
訓
み
が
異
な
る
O
例
え
ば
宗
清
願
文
案
の
訓
読
〔
可
償
其
事
者
、
田

富
弟
子
〕
(
2
-
6
そ
の
事
を
つ
-
の
ふ
へ
き
も
の
、
す
て
に
弟
子
に
あ
た
れ
り
。
)
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の
如
-
完
了
の
助
動
詞
を
読
添
え
る
な
ら
ば
、
「
古
人
の
苛
に
お
き
て
は
、
・

▲

+

.

*

蝣

-

-

i

^

-

こ
れ
を
詠
む
こ
と
'
己
に
流
例
と
な
れ
り
。
」
と
一
文
に
見
る
こ
と
に
な
り
、

「
古
人
寄
」
に
お
い
て
す
ら
既
に
「
流
例
」
と
な
る
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
意

と
解
釈
す
る
読
み
に
な
る
。
し
か
し
、
ス
デ
ニ
が
現
実
の
動
か
し
難
い
事
実
を

強
調
す
る
た
め
の
副
詞
「
ま
さ
に
」
の
意
と
見
れ
ば
、
完
了
の
助
動
詞
を
呼
応

さ
せ
る
必
要
が
な
-
、
「
為
」
を
タ
リ
と
し
て
用
い
た
断
定
の
表
現
と
見
得
る
。

「
古
人
等
」
に
お
い
て
も
本
歌
取
り
は
一
般
的
な
こ
と
で
あ
り
、
現
在
で
は
そ

れ
が
ま
さ
し
-
「
流
例
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
に
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
場

合
前
句
と
続
-
一
文
と
は
解
釈
で
き
な
い
。
「
流
例
」
の
語
義
か
ら
見
て
も
斯

か
る
解
釈
が
相
応
し
い
と
考
え
る
の
で
、
訓
読
試
案
で
は
こ
の
訓
み
を
採
っ
た
。

尚
、
「
流
例
」
は
芋
類
抄
(
上
・
畳
字
)
の
リ
ウ
レ
イ
に
従
う
。

但
取
古
歌
詠
新
歌
事
五
句
之
中
及
三
句
者
頗
過
分
無
珍
気
二
句
之
上

三
四
字
免
之

た

だ

ふ

る

う

た

と

あ

た

ら

う

た

よ

い

つ

ク

う

ち

み

タ

お

よ

但
し
古
き
歌
を
取
り
て
新
し
き
歌
を
詠
む
こ
と
、
五
句
の
中
三
句
に
及
ば
ゞ
'

艦
る
郡
部
に
し
て
朗
し
げ
な
し
∴
毒
の
去
.
T
a
の
軒
は
こ
れ
を
射
す
。

近
代
秀
歌
で
は
「
ふ
る
き
う
た
」
と
「
あ
た
ら
し
き
苛
」
と
が
対
義
的
用
語

と
認
め
ら
れ
る
。
但
し
へ
「
ふ
る
き
を
こ
ひ
ね
が
ふ
に
と
り
て
む
か
し
の
う
た

の
こ
と
ば
を
あ
ら
た
め
ず
よ
み
す
へ
た
る
を
す
な
は
ち
本
苛
と
す
と
申
す
也
」

の
例
も
あ
る
。
一
方
、
毎
月
抄
で
同
様
の
対
義
的
関
係
は
、
「
古
の
苛
は
み
な

實
を
存
し
て
花
を
わ
す
れ
近
代
の
苛
は
花
を
の
み
こ
こ
ろ
に
か
け
て
」
「
古
の

苛
今
の
苛
に
も
世
に
い
ひ
お
は
せ
ら
れ
ぬ
や
う
に
き
こ
ゆ
る
」
の
如
-
'
「
古

の
苛
」
対
「
今
の
寄
」
「
近
代
の
寄
」
で
'
「
古
の
寄
」
は
イ
ニ
シ
ヘ
・
ム
カ
シ

ノ
ウ
タ
で
あ
り
、
フ
ル
キ
ウ
タ
の
確
例
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
「
古
歌
」

と
「
新
歌
」
と
が
対
義
的
に
用
い
ら
れ
'
先
に
検
討
し
た
「
古
人
」
の
「
古
」

の
場
合
と
は
意
味
用
法
が
異
な
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
近
代
秀
歌
の
用
語
に
従
っ

て
へ
「
古
歌
」
の
訓
は
フ
ル
キ
ウ
タ
を
採
る
。
以
下
の
「
古
歌
」
も
一
応
こ
れ

に
従
う
。
因
み
に
、
『
古
来
風
鉢
抄
』
の
用
語
に
も
「
ふ
る
き
う
た
」
「
ふ
る
う

た
」
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
資
料
に
お
け
る
用
字
を
見
る
と
'
「
曹
」

が
フ
ル
シ
で
「
古
」
が
イ
ニ
シ
ヘ
・
ム
カ
シ
と
い
う
用
字
上
の
区
別
が
あ
っ
た

可
能
性
も
窺
わ
れ
る
。
「
古
人
」
は
フ
ル
キ
ヒ
ト
で
は
あ
り
得
な
い
し
、
毎
月

抄
で
は
フ
ル
キ
ウ
タ
の
確
例
が
無
-
「
古
の
苛
」
表
記
の
語
し
か
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
へ
少
な
く
と
も
「
新
歌
」
と
対
に
な
ら
な
い
「
古
歌
」
は
イ

ニ
シ
ヘ
ノ
ウ
タ
・
ム
カ
シ
ノ
ウ
タ
と
訓
む
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
定
家
の
歌
論

に
お
け
る
用
語
と
意
味
と
の
関
係
を
更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
五
句
」
「
三
句
」
は
、
先
の
「
1
句
」
が
定
家
の
用
語
と
し
て
は
「
ひ
と

句
」
(
近
代
秀
歌
)
で
あ
る
の
に
合
わ
せ
て
、
音
読
を
採
ら
な
い
。
「
二
句
」
も

一
応
こ
れ
に
合
わ
せ
る
。
「
中
」
は
、
名
義
抄
(
悌
上
七
九
)
や
字
類
抄
(
中
・

方
角
)
に
見
る
よ
う
に
、
ナ
カ
と
も
ウ
チ
と
も
訓
み
得
る
。
宗
清
願
文
案
の
訓

読
で
も
以
下
の
両
様
が
あ
り
へ
両
者
間
の
差
異
を
明
確
に
し
得
な
い
部
分
も
あ

る
が
'
こ
こ
で
の
意
味
・
用
法
に
近
い
の
は
ウ
チ
の
用
例
で
あ
ろ
う
。
二
流

之
朝
'
莫
琴
南
子
傍
観
之
輩
〕
(
t
g
l
流
の
m
'
ふ
た
り
の
弟
子
を
撃
申
こ

と
な
-
し
て
)
・
〔
此
中
島
其
所
最
要
之
人
へ
及
懸
身
命
号
無
線
之
輩
〕
(
2

そ
の
外
項
,
宮
て
ら
最
要
の
人
、
な
ら
ひ
に
身
命
を
か
け
た
る
無
縁
の
と
も
か

ら
)
・
〔
入
寺
中
腰
其
撰
者
、
定
有
欝
訴
欺
〕
(
7
4
人
寺
の
叫
叫
、
そ
の
え
ら

ひ
に
あ
つ
か
ら
む
人
へ
さ
た
め
て
あ
ら
そ
ひ
う
れ
ふ
る
所
あ
ら
ん
か
)
0

「
過
分
」
は
、
字
類
抄
(
中
・
畳
字
)
で
ク
ワ
フ
ン
が
確
認
で
き
る
。
宗
清

願
文
案
の
定
家
訓
読
で
も
(
過
分
の
不
嘗
)
(
過
分
の
大
菅
)
の
如
-
漢
語
熟
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字
と
し
て
訓
み
、
毎
月
抄
の
「
明
月
記
を
草
L
を
き
て
侍
事
へ
身
に
は
過
分
の

わ
ざ
と
ぞ
思
給
る
」
も
字
音
語
と
認
め
ら
れ
る
の
に
従
う
。
こ
の
句
は
'
先
行

条
件
句
を
承
け
て
、
そ
の
癖
結
句
と
し
て
「
頗
過
分
」
で
「
無
珍
気
」
と
い
う

判
断
が
述
べ
ら
れ
る
。
「
頗
過
分
」
と
い
う
事
態
が
、
後
続
成
分
の
「
無
珍
気
」

と
い
う
状
態
を
修
飾
す
る
意
味
関
係
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
古
代
の
接

続
法
で
は
両
句
が
助
詞
テ
・
シ
テ
で
結
ば
れ
る
の
で
(
山
口
尭
二
『
古
代
接
続

法
の
研
究
し
1
3
章
)
、
名
詞
や
活
用
語
の
連
用
中
止
法
で
は
な
-
'
助
詞
に
よ

る
接
続
形
式
を
採
る
。
因
み
に
'
宗
清
原
文
案
の
訓
読
に
「
～
に
し
て
」
の
用

例
は
な
-
、
助
詞
シ
テ
の
四
例
は
い
ず
れ
も
形
容
詞
連
用
形
を
承
け
る
例
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
副
詞
ス
コ
プ
ル
を
承
け
て
「
過
分
に
し
て
」
と
補
読
す
る
訓

読
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。
(
3
4
を
の
く
こ
と
心
な
-
し
て
、
ひ
と
へ
に

神
を
う
や
ま
ひ
た
て
ま
つ
る
へ
き
ゆ
へ
也
)
八
は
つ
い
え
お
は
く
u
V
'
公
家

利
す
く
な
し
)
(
欄
お
は
き
な
る
つ
い
え
な
-
し
て
、
そ
の
功
を
ゝ
へ
む
)

定
家
の
用
語
と
し
て
、
近
代
秀
歌
「
五
七
五
の
七
五
の
字
を
さ
な
が
ら
を
き
、

pJ・]'

七
々
の
字
を
お
な
じ
-
つ
ゞ
け
つ
れ
ば
」
の
「
字
」
が
「
詞
」
の
意
と
解
釈
さ

れ
、
当
該
例
も
同
じ
だ
と
す
れ
ば
、
毎
月
抄
「
詞
二
ば
か
り
と
り
て
'
今
の
苛

の
上
下
句
に
わ
か
ち
を
く
べ
き
に
や
」
に
対
応
す
る
同
趣
旨
の
記
述
と
見
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
へ
「
二
句
を
と
っ
た
上
で
'
(
た
と
え
ば
)
三
旬
日
・
四
旬
日

(
上
旬
と
下
旬
)
に
(
分
け
て
)
お
-
詞
は
許
容
で
き
る
」
の
意
と
解
釈
さ
れ

よ
う
か
。
尚
、
「
免
」
は
名
義
抄
(
悌
下
末
〓
ハ
)
に
登
載
さ
れ
る
訓
の
中
か

ら
、
マ
メ
カ
ル
・
ユ
ル
ス
・
ノ
カ
ル
等
を
そ
の
候
補
と
し
得
る
が
'
意
味
か
ら

ユ
ル
ス
を
採
る
。
既
述
の
如
-
'
定
家
の
用
語
と
し
て
字
音
読
は
採
ら
な
い
。

猶
案
之
以
同
事
詠
古
歌
詞
頗
無
念
欺
【
以
花
詠
花
以
月
詠
月
】

以
四
季
歌
詠
恋
雑
苛
以
恕
雑
等
詠
四
季
歌
如
此
之
時
無
取
古
寄
之
難
欺

榔
影
ず
。
剛
じ
郭
を
も
ち
て
お
き
恥
の
靴
を
;
.
&
む
ほ
,
蹴
る
が
な
き
ゆ
へ
な

は

へ

ヽ

は

i

*

蝣

*

*

r

*

'

r

・

"

<

*

*

り
O
【
花
を
も
ち
て
花
を
詠
み
へ
月
を
も
ち
て
月
を
詠
む
。
】

M

t

3

^

^

E

3

3

日

q

R

醐

E

3

^

K

3

3

^

^

^

^

^

^

^

E

四
季
の
歌
を
も
ち
て
恋
・
雑
の
歌
を
詠
み
へ
恋
・
雑
の
歌
を
も
ち
て
四
季
の

う

た

よ

と

き

ふ

る

う

た

と

ナ

ン

歌
を
詠
む
。
か
-
の
ご
と
き
の
時
は
、
古
き
歌
を
取
る
難
な
さ
ゆ
へ
な
り
。

前
の
本
歌
取
り
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
「
詞
の
扱
い
」
を
中
心
に
論
じ
た
の

に
加
え
、
「
題
材
・
風
情
の
扱
い
」
を
論
ず
る
の
に
先
立
っ
て
、
前
置
さ
れ
た

一
文
と
見
得
る
。
以
下
の
文
は
'
単
に
表
面
的
な
語
句
の
用
い
方
だ
け
で
な
-
'

題
材
・
風
情
の
取
り
方
に
配
慮
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
促
し
、
そ
の
理
由
を
論

ず
る
。
斯
か
る
意
味
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
文
と
見
れ
ば
'
仮
名
本
の
命
令
表
現

「
な
は
こ
れ
を
案
ぜ
よ
」
も
こ
れ
に
通
ず
る
.
ま
た
、
当
該
部
分
は
仮
名
本
と

同
様
に
独
立
し
た
一
文
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
案
ず
る
に
」
の
如
-
に

訓
ん
で
直
後
の
文
と
の
み
関
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
-
'
「
無
取
古
寄
難
欺
」
ま

で
に
「
案
ず
」
べ
き
内
容
と
理
由
が
述
べ
ら
れ
'
そ
の
後
に
具
体
的
な
語
句
を

例
示
し
な
が
ら
説
明
さ
れ
た
部
分
ま
で
関
わ
る
も
の
と
見
得
る
。

「
案
ず
」
の
用
例
は
近
代
秀
歌
や
宗
清
願
文
案
等
に
認
め
ら
れ
な
い
が
、
毎

月
抄
に
は
八
例
存
す
る
o
漢
語
サ
変
動
詞
は
所
謂
平
安
和
文
に
も
T
般
に
認
め

難
い
も
の
の
へ
そ
の
中
で
も
「
案
ず
」
は
比
較
的
早
-
か
ら
用
い
ら
れ
た
語
と

さ
れ
る
。
近
代
秀
歌
や
宗
清
願
文
案
を
見
る
と
定
家
の
用
語
に
お
い
て
も
漢
語

動
詞
が
1
般
的
で
あ
っ
た
と
は
認
め
難
い
が
、
1
応
毎
月
抄
の
用
語
に
従
う
。

但
し
、
名
義
抄
(
俳
下
本
二
一
)
の
カ
ム
ガ
フ
・
バ
カ
ラ
フ
等
も
和
語
の
候

補
と
し
て
可
能
性
を
残
す
。
文
末
の
「
之
」
字
は
、
コ
レ
と
訓
め
ば
先
行
語
句

を
具
体
的
に
承
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
少
な
-
と
も
直
前
の
文
を
承
け
る
と
見

る
べ
き
で
は
な
い
の
で
、
具
体
性
の
な
い
陳
述
助
字
と
見
て
不
読
と
す
る
。
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「
以
同
事
詠
古
歌
詞
」
と
「
頗
無
念
」
と
は
主
述
関
係
に
あ
る
。
宗
清
願
文

案
の
定
家
に
よ
る
訓
読
で
は
、
動
詞
句
を
主
部
に
す
る
に
あ
た
り
、
活
用
語
に

形
式
名
詞
(
こ
と
・
も
の
等
)
を
補
っ
て
助
詞
ハ
を
続
け
る
例
は
な
く
活
用

語
連
体
形
に
直
接
助
詞
ハ
を
続
け
る
〔
神
不
享
非
種
、
曹
史
之
明
文
也
〕
(
間

神
は
非
礼
を
う
け
た
ま
は
ぬ
は
曹
史
の
明
文
也
)
。
但
し
、
和
化
漢
文
本
文
に

文
字
化
さ
れ
た
形
式
名
詞
「
事
」
「
時
」
等
が
あ
っ
た
り
'
表
現
や
訓
読
の
定

型
が
あ
る
場
合
は
事
情
が
別
で
、
表
現
性
も
異
な
る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
「
欺
」
字
は
所
謂
疑
問
表
現
に
用
い
ら
れ
る
助
字
で
あ

り
、
基
本
的
に
は
「
と
い
か
け
(
質
問
)
」
や
「
う
た
が
い
(
疑
惑
)
」
の
表
現

と
な
る
。
特
に
和
化
漢
文
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
疑
惑
表
現
に
用
い
ら
れ
る

点
で
あ
る
が
、
就
中
注
目
さ
れ
る
の
は
、
当
然
断
定
的
表
現
が
期
待
さ
れ
て
よ

い
場
面
で
用
い
ら
れ
る
「
断
定
の
保
留
も
し
-
は
娩
曲
的
断
定
」
の
用
法
で
あ

る
(
峰
岸
文
献
6
-
3
頁
以
降
)
。
定
家
が
自
身
の
歌
論
を
展
開
す
る
中
で
の
表
現

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
'
あ
る
種
の
判
断
を
相
手
に
問
い
質
す
「
質
問
」
や
'

心
中
に
懐
い
た
疑
惑
を
表
明
し
た
単
な
る
「
疑
惑
」
で
は
な
く
へ
表
現
の
上
で

不
定
の
形
を
採
っ
た
「
断
定
の
保
留
」
「
椀
曲
的
断
定
」
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
通
常
の
断
定
表
現
を
避
け
て
'
斯
か
る
「
欺
」
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
こ

と
の
意
義
が
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
次
に
へ
こ
の
「
欺
」
の
訓
に
つ
い
て

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
O
最
も
1
般
的
に
は
、
古
辞
書
な
ど
に
よ
っ
て
知

ら
れ
る
和
訓
と
の
関
係
や
、
先
学
の
御
考
察
の
結
果
が
示
す
よ
う
に
カ
と
訓
む

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
'
国
語
助
詞
カ
の
和
文
に
お
け
る
文
末
用
法
は
、

明
確
な
断
定
を
避
け
る
と
い
う
用
法
を
持
た
な
い
。
7
つ
の
可
能
性
と
し
て
断

定
の
ナ
リ
も
考
え
ら
れ
る
が
、
積
極
的
な
意
味
で
の
断
定
で
は
な
い
の
で
'
意

味
用
法
の
相
違
を
考
え
る
と
、
妥
当
性
の
高
い
訓
み
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
、

宗
清
願
文
案
に
お
け
る
斯
か
る
用
法
の
「
欺
」
を
見
る
と
、
定
家
に
よ
っ
て
ユ

へ
ナ
リ
と
訓
ま
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
(
拙
稿
①
2
-
l
頁
)
。
文
脈
的
意
味
か

ら
は
'
カ
・
ナ
リ
・
ユ
へ
ナ
リ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
俄
に
決
し
難
い
も
の
の
へ

宗
清
願
文
案
の
定
家
訓
に
従
っ
て
へ
ユ
へ
ナ
リ
と
訓
む
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

先
述
し
た
「
猶
案
之
」
を
「
同
様
に
ま
た
次
の
こ
と
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

何
故
な
ら
ば
-
」
ほ
ど
の
意
味
に
解
釈
し
て
よ
け
れ
ば
、
前
段
を
承
け
て
「
な

は
案
ず
。
-
-
ゆ
へ
な
り
0
」
と
続
き
へ
題
材
・
風
情
の
扱
い
に
配
慮
す
る
こ

と
の
重
要
性
と
理
由
を
論
じ
た
文
脈
と
考
え
ら
れ
る
。
後
出
の
「
無
取
古
苛
難

欺
」
も
同
様
に
解
釈
す
る
。
尚
、
「
念
」
は
名
義
抄
(
法
中
八
八
)
に
オ
モ
ヒ

が
確
認
で
き
る
の
に
従
い
、
字
音
読
は
採
ら
な
い
。

《
活
用
語
連
体
形
十
の
+
体
言
》
の
如
き
訓
読
は
、
鎌
倉
時
代
に
は
未
だ
一

般
化
し
て
お
ら
ず
、
宗
清
願
文
案
で
も
《
活
用
語
+
之
+
体
言
》
の
「
之
」
を

ノ
に
訓
ん
だ
例
は
基
本
的
に
は
な
い
。
例
外
的
に
「
～
如
き
の
体
言
」
の
例
は

早
-
か
ら
認
め
ら
れ
、
宗
清
願
文
案
の
定
家
訓
読
に
も
例
が
あ
る
〔
如
此
之
犯

人
召
取
之
輩
也
〕
八
m
か
-
の
こ
と
き
の
犯
人
を
め
し
と
る
と
も
か
ら
也
)
。
し

か
し
、
「
如
」
の
連
体
用
法
に
常
に
ノ
を
添
え
る
と
は
限
ら
な
い
。
後
続
の

《
如
此
+
体
言
》
型
に
は
「
之
」
表
記
が
な
い
(
諸
本
間
で
異
同
も
あ
る
が
)

の
で
、
補
読
を
行
わ
な
い
。
「
時
」
は
形
式
名
詞
で
、
先
行
句
を
条
件
と
し
て

後
文
に
続
け
る
接
続
助
詞
的
用
法
で
あ
り
、
「
之
」
の
使
用
も
こ
れ
に
関
わ
る

(
拙
稿
①
捌
頁
)
。
「
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
」
の
意
と
解
釈
さ
れ
る
。

「
難
」
は
直
後
の
「
博
」
と
類
義
の
語
で
、
名
義
抄
(
僧
中
一
三
六
)
掲
載

の
訓
か
ら
も
ハ
ハ
カ
リ
ナ
シ
と
訓
む
可
能
性
も
あ
る
が
'
「
博
」
と
の
用
字
の

違
い
を
考
慮
す
る
と
、
訓
み
も
別
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
定
家
の
用
語
に
全
-

同
義
の
字
音
語
「
難
」
は
確
認
出
来
な
い
が
、
毎
月
抄
に
「
疎
忽
の
事
は
か
な
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ら
ず
後
難
侍
ぺ
し
」
「
抜
群
の
苛
な
れ
ど
も
結
句
難
を
さ
へ
と
り
つ
け
て
そ
し

り
侍
る
め
り
」
等
、
近
代
秀
歌
に
は
字
音
読
語
「
難
義
な
ど
申
事
は
家
ノ
＼
に

な
ら
ひ
」
が
あ
る
。
ま
た
へ
構
文
が
「
取
古
苛
無
難
欺
」
や
「
無
難
(
千
)
取

古
苛
欺
」
で
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
取
古
寄
」
で
切
る
べ
き
で
は
な
-
、

「
取
古
等
(
之
)
難
」
を
一
纏
ま
り
の
語
句
と
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
～
に
難
な
し
」
の
よ
う
に
、
助
詞
こ
を
補
読
す
べ
き
積
極
的
根
拠
も
な
い
。

因
み
に
「
～
ニ
ハ
ハ
カ
リ
ア
リ
」
と
い
う
慣
用
句
的
な
表
現
に
は
《
有
十
博
十

千
十
活
用
語
》
の
形
式
が
用
い
ら
れ
る
(
小
山
登
久
『
平
安
時
代
公
家
日
記
の

国
語
学
的
研
究
』
お
う
ふ
う
C
-
-
O
e
-
i
-
a
頁
)
0

あ
し
曳
の
や
ま
ほ
と
と
き
す
み
よ
し
野
の
よ
し
の
～
や
ま

ひ
さ
か
た
の
月
の
か
つ
ら
は
と
～
き
す
な
く
や
さ
月
玉
ほ
こ
の
み
ち
ゆ
き
人

如
此
事
全
社
何
度
不
博
之

こ

と

ま

た

い

く

た

ぴ

は

ば

か

か
-
の
ご
と
き
事
は
'
全
-
何
度
な
り
と
い
ふ
と
も
博
ら
ず
。

「
全
」
は
、
名
義
抄
(
僧
中
こ
掲
載
の
訓
と
意
味
か
ら
、
マ
タ
ク
・
モ
バ

ラ
の
訓
み
が
可
能
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
否
定
表
現
の
陳
述
副
詞
と
し
て
の
用
法

が
あ
る
が
、
例
え
ば
延
慶
本
平
家
物
語
で
は
、
否
定
表
現
の
例
が
モ
バ
ラ
一
九

例
に
な
-
、
マ
タ
ク
で
は
三
〇
例
中
の
二
七
例
(
反
語
一
例
、
肯
定
二
例
)
に

及
び
へ
宗
清
願
文
案
で
は
〔
全
非
紳
之
餅
〕
(
1
1
4
ま
た
-
神
の
か
さ
り
に
あ
ら

す
)
の
如
-
否
定
表
現
で
「
全
」
を
マ
タ
ク
と
訓
む
。
ま
た
、
芋
類
抄
で
「
全

マ
タ
シ
」
(
中
・
辞
字
)
が
あ
り
、
「
専
モ
バ
ラ
」
(
下
・
辞
字
)
に
「
全
」
字
が
登

載
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
、
漢
字
と
訓
と
の
関
係
や
意
味
用
法
か
ら
見
て
も
モ
バ

ラ
は
採
り
難
い
。
「
何
度
」
は
'
定
家
の
用
語
と
し
て
近
代
秀
歌
に
「
-
な
ど

申
す
こ
と
は
'
項
q
瑚
甥
も
こ
れ
を
よ
ま
で
は
う
た
い
で
く
べ
か
ら
ず
」
が
確

認
さ
れ
へ
字
類
抄
「
度
タ
タ
・
引
・
F
I
」
(
中
・
貞
数
)
や
名
義
抄
「
幾
廻
イ
ク
タ

ヒ
」
(
悌
上
五
こ
か
ら
も
イ
ク
タ
ど
の
語
(
言
い
方
)
が
確
認
さ
れ
る
。
「
錐
」

に
つ
い
て
は
、
宗
清
原
文
案
の
定
家
訓
読
で
'
仮
定
条
件
か
確
定
条
件
か
に
よ
っ

て
ト
イ
フ
ト
モ
か
ト
イ
ヘ
ド
モ
か
に
訓
み
分
け
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
両
語

の
和
漢
混
清
文
(
特
に
漢
字
仮
名
交
り
文
)
に
お
け
る
用
法
に
は
、
共
に
強
意
・

類
推
・
例
示
の
意
味
を
表
す
も
の
が
あ
る
。
斯
か
る
用
法
の
場
合
へ
ト
イ
フ
ト

モ
は
多
-
《
名
詞
+
助
動
詞
(
主
に
断
定
ナ
リ
)
+
ト
イ
フ
ト
モ
》
の
形
を
と

り
、
ト
イ
へ
ド
モ
は
助
動
詞
を
介
さ
ず
名
詞
を
直
接
承
け
る
点
が
特
徴
的
で
あ

る
(
拙
稿
②
)
。
当
例
は
、
意
味
的
に
仮
定
条
件
と
も
輔
意
と
も
と
れ
'
既
出

「
錐
為
一
句
」
と
意
味
機
能
を
同
じ
-
す
る
の
で
'
い
ず
れ
に
し
て
も
ト
イ
フ

ト
モ
の
訓
み
が
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
の
場
合
、
断
定
の
助
動
詞
を
補
読
す
る
必
要

が
あ
る
。
前
出
例
で
は
助
動
詞
タ
リ
が
「
為
」
字
を
用
い
て
表
記
さ
れ
て
い
た

用
字
上
の
差
異
も
考
え
、
一
応
「
い
-
た
び
な
り
と
い
ふ
と
も
」
と
訓
む
。

と
し
の
う
ち
に
春
は
き
に
け
り
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し

さ
く
ら
ち
る
木
の
し
た
か
せ
は
の
く
と
あ
か
し
の
う
ら

如
此
類
雄
二
句
更
不
可
詠
之
底
本
r
l
句
」

た

J

t

,

ひ

ふ

た

タ

さ

ら

よ

か
-
の
ご
と
き
類
は
二
句
(
な
り
)
と
い
ヘ
ビ
も
更
に
詠
む
べ
か
ら
す
。

諸
本
問
に
「
一
句
」
と
「
二
句
」
と
の
異
同
が
あ
る
が
'
文
脈
上
の
妥
当
性

か
ら
「
二
句
」
の
方
で
考
え
る
。
和
化
漢
文
お
け
る
「
錐
」
に
は
'
当
例
の
如

-
直
接
に
名
詞
を
承
け
、
和
文
の
係
助
詞
や
副
助
詞
の
機
能
と
類
似
し
た
強
意
・

類
推
・
例
示
を
表
す
用
法
が
あ
る
(
拙
稿
②
)
。
1
方
へ
訓
読
語
ト
イ
ヘ
ド
モ
・

ト
イ
フ
ト
モ
の
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
用
法
に
も
同
様
の
も
の
が
あ
る
。
ト
イ

へ
ド
モ
の
斯
か
る
用
法
の
特
徴
は
'
助
動
詞
を
介
さ
ず
直
接
に
名
詞
を
承
け
る
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点
に
あ
る
。
「
雄
二
句
」
の
構
造
は
既
出
「
錐
為
一
句
」
に
似
て
い
る
が
、
「
為
」

字
が
無
-
'
文
脈
的
意
味
も
異
な
る
。
先
に
「
二
句
」
取
る
こ
と
を
許
容
し
た

上
で
、
そ
の
二
句
続
き
の
具
体
例
を
直
前
に
示
し
、
そ
れ
を
承
け
な
が
ら
の
論

述
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
為
」
が
な
い
こ
と
に
も
意
義
を
認
め
る
な
ら
ば
、
和

漢
混
清
文
に
あ
る
よ
う
な
ト
イ
へ
ド
モ
の
名
詞
を
直
接
承
け
る
強
意
表
現
か
'

或
い
は
ナ
リ
(
「
為
」
の
示
す
タ
リ
で
は
な
い
)
を
補
読
す
べ
き
逆
接
確
定
条

件
表
現
が
意
図
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
「
錐
」
は

ト
イ
へ
ド
モ
と
訓
ん
で
良
い
。
名
詞
承
接
の
「
錐
」
と
「
為
」
字
の
有
無
と
の

関
係
に
有
意
の
差
異
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
未
だ
検
討
の
余
地
を
残
す
。

常
観
念
古
等
之
景
気
可
染
心

殊
可
見
習
考
古
今
伊
勢
物
語
後
撰
拾
遺
三
十
六
人
集
之
中
殊
上
手
歌
可
懸

心
【
人
麿
貫
之
忠
峯
伊
勢
小
町
等
之
類
】

つ

ね

ふ

る

う

L

J

ケ

イ

キ

ク

ワ

ン

ネ

ン

こ

こ

ろ

そ

こ

と

み

な

ら

常
に
古
き
等
の
景
気
を
観
念
し
て
心
に
染
む
べ
し
。
殊
に
見
習
ふ
べ
き
は
'

う

ち

こ

と

'

,

h

ヤ

ウ

ズ

う

た

古
今
・
伊
勢
物
語
・
後
撰
・
拾
遺
・
三
十
六
人
集
の
中
の
殊
な
る
上
手
の
歌
。

心
に
掛
く
べ
し
・
【
ぷ
撃
影
響
郎
禦
恥
敷
,
出
帆
軒
轟

「
景
気
を
観
念
す
る
」
こ
と
と
「
心
に
染
む
」
こ
と
と
は
句
の
序
列
が
固
定

的
で
連
接
の
緊
密
さ
を
強
-
持
つ
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
助
詞
テ
を
補
読
す
る
。

両
句
は
、
単
な
る
並
列
の
関
係
に
あ
る
の
で
な
-
'
序
列
を
入
れ
替
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
(
山
口
勇
二
『
古
代
接
続
法
の
研
究
』
)
0

既
述
の
如
-
、
古
辞
書
に
「
中
」
「
内
」
と
も
に
ウ
チ
の
訓
が
確
認
さ
れ
'

諸
本
中
の
多
-
が
「
内
」
字
で
記
さ
れ
る
こ
と
を
勘
案
し
て
も
、
文
脈
上
の
意

味
か
ら
見
て
も
、
こ
こ
で
の
語
義
は
ウ
チ
と
見
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。

国
語
表
現
(
訓
読
文
を
含
む
)
と
和
化
漢
文
と
の
関
係
を
見
る
と
、
「
A
到

B
吋
～
す
」
の
構
文
が
《
動
詞
A
於
B
》
型
で
'
「
α
吋
β
到
～
す
」
の
構
文

が
《
α
動
詞
β
》
型
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
少
な
-
と
も
宗
清
願

文
案
に
お
け
る
定
家
訓
読
と
和
化
漢
文
と
の
関
係
で
は
そ
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ

る
(
拙
稿
①
1
-
3
頁
)
。
従
っ
て
、
「
殊
上
手
歌
可
懸
心
」
の
表
現
形
式
は
'
そ
れ

を
一
文
中
の
連
続
し
た
語
句
と
見
る
な
ら
ば
、
「
上
手
の
歌
を
心
に
懸
-
べ
し
」

で
は
な
-
、
「
上
手
の
歌
に
心
を
懸
-
べ
し
」
と
訓
ず
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か

し
、
意
味
上
は
そ
れ
で
は
納
ま
り
が
悪
い
。
ま
た
へ
文
構
成
と
文
意
か
ら
言
っ

て
も
、
「
殊
可
見
習
劃
」
を
承
け
る
の
は
「
殊
上
手
歌
」
ま
で
で
あ
り
、
「
殊
に

見
習
ふ
べ
き
叫
-
-
心
に
懸
-
べ
し
」
と
す
る
解
釈
は
と
れ
な
い
。
「
殊
に
見

習
ふ
べ
き
は
-
-
殊
な
る
上
手
の
歌
」
で
一
文
を
切
り
へ
「
(
こ
れ
を
)
心
顧
懸

-
べ
し
」
と
す
る
解
釈
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
へ
「
心
に
懸
-
」
の
如
-

助
詞
二
を
と
る
表
現
は
'
文
脈
的
意
味
と
用
法
か
ら
見
て
、
毎
月
抄
の
「
常
に

心
あ
る
鉢
の
苛
を
御
心
に
か
け
て
あ
そ
ば
し
」
「
近
代
の
苛
は
花
を
の
み
心
に

桝
叫
て
、
實
に
は
め
も
か
け
ぬ
」
「
な
を
く
た
ゞ
し
き
事
は
、
わ
た
り
て
心
顧

桝
引
べ
き
に
こ
そ
」
に
通
ず
る
。
ま
た
へ
「
殊
に
見
習
ふ
べ
き
は
殊
な
る

上
手
の
歌
な
り
」
の
如
-
に
断
定
ナ
リ
を
補
読
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、

少
な
-
と
も
宗
清
願
文
案
に
お
け
る
定
家
訓
読
で
は
、
助
動
詞
ナ
リ
の
使
用
は

和
化
漢
文
に
「
也
」
字
等
の
表
記
が
あ
る
場
所
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
(
補
読

は
、
形
容
動
詞
相
当
の
語
を
除
-
と
'
二
三
例
中
の
三
例
に
過
ぎ
な
い
)
こ
と

か
ら
考
え
て
、
積
極
的
に
ナ
リ
を
補
読
す
べ
き
根
拠
は
得
ら
れ
な
い
。

「
等
」
は
名
義
抄
(
僧
上
五
八
、
七
九
)
の
ラ
・
ト
モ
・
タ
ク
ヒ
・
ト
モ
ガ

ラ
の
中
か
ら
、
接
尾
語
と
し
て
ド
モ
も
あ
り
得
る
が
ラ
を
採
る
。
「
類
」
の
訓

は
名
義
抄
(
悌
下
三
〇
)
と
字
類
抄
(
上
、
中
・
辞
字
)
か
ら
タ
グ
ヒ
・
ト
モ

ガ
ラ
が
考
え
ら
れ
る
。
近
代
秀
歌
に
タ
グ
ヒ
の
使
用
例
は
な
-
、
ト
モ
ガ
ラ
三
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例
の
中
に
複
数
の
人
物
を
先
に
挙
げ
て
そ
れ
を
承
け
る
例
「
大
納
言
樫
卿
-
清

輔
朝
臣
へ
近
-
は
亡
父
卿
-
基
俊
と
申
け
る
人
へ
こ
の
と
も
が
ら
'
-
-
つ
ね

に
ふ
る
き
う
た
を
こ
ひ
ね
が
へ
り
」
が
一
例
存
す
る
。
毎
月
抄
で
は
'
タ
グ
ヒ

は
事
物
に
対
し
て
使
用
さ
れ
、
人
物
を
対
象
と
し
て
は
殆
ど
用
い
ら
れ
な
い
。

人
を
指
す
と
も
と
れ
る
二
例
「
夕
ぐ
れ
の
こ
と
ば
を
も
と
り
そ
へ
て
よ
め
る
た

d
叫
も
侍
り
」
「
い
た
く
も
ち
ゐ
ら
れ
ぬ
た
ぐ
ひ
の
詠
作
を
ば
」
も
あ
る
が
'

人
物
を
対
象
と
し
た
確
例
は
「
輩
(
と
も
が
ら
)
」
で
あ
る
。
タ
グ
ヒ
の
可
能

性
も
残
す
が
一
応
ト
モ
ガ
ラ
で
訓
む
。
ま
た
、
連
体
格
用
法
の
「
之
」
に
は
ガ
・

ノ
が
想
定
で
き
る
。
近
代
秀
歌
「
花
山
僧
正
・
在
原
中
将
・
素
性
・
小
町
が
の

ち
」
や
宗
清
原
文
案
〔
弟
子
之
祖
師
〕
(
1
-
4
弟
子
が
祖
師
)
と
い
う
定
家
が
用

い
た
ガ
の
用
法
に
通
ず
る
も
の
と
見
得
る
の
で
、
助
詞
ガ
を
も
っ
て
訓
む
。

錐
非
和
歌
之
先
達
時
節
之
景
気
世
間
之
盛
衰
為
知
物
由

自
氏
文
集
第
一
第
〓
株
常
可
櫨
翫
深
通
和
歌
之
心

e

一

,

′

・

,

・

・

・

=

・

-

し

ヽ

J

r

.

i

+

i

,

"

-

*

!

*

-

J

f

,

和
歌
の
先
達
に
あ
ら
ず
と
い
ヘ
ビ
も
'
時
節
の
景
気
'
世
間
の
盛
衰
、
物
の

よ

し

し

っ

ね

ア

ク

〆

ワ

ン

由
を
知
ら
む
た
め
に
'
白
氏
文
集
の
第
一
・
第
二
晩
、
常
に
握
翫
す
べ
し
。

ふ

か

や

N

と

う

た

こ

こ

ろ

か

よ

潔
-
和
歌
の
心
に
通
、
ふ
。

「
和
歌
」
が
定
家
の
用
語
と
し
て
ワ
カ
で
あ
る
確
例
は
認
め
ら
れ
な
い
。
名

義
抄
(
僧
中
四
八
)
の
「
和
歌
・
倭
歌
」
や
古
今
集
仮
名
序
・
古
来
風
鉢
抄
な

ど
に
ヤ
マ
ト
ウ
タ
が
確
認
さ
れ
'
定
家
の
用
語
と
し
て
も
近
代
秀
歌
に
「
や
ま

と
う
た
の
み
ち
、
あ
さ
き
に
1
て
ふ
か
-
、
や
す
さ
に
1
て
か
た
し
」
が
あ
る
。

そ
の
他
の
語
も
以
下
の
如
-
古
辞
書
に
確
認
で
き
る
訓
み
に
拠
る
。
「
時
節
ヲ
リ

フ
シ
」
名
義
抄
(
僧
上
七
七
)
、
「
世
間
ヨ
ノ
ナ
カ
」
字
類
抄
(
上
・
天
象
)
「
人
間
ヨ

!
ナ
カ
」
名
義
抄
(
法
下
七
六
)
、
「
盛
衰
ジ
ヤ
ウ
ス
イ
」
芋
類
抄
(
下
・
畳
字
)
0

活
用
語
を
承
け
る
タ
メ
は
、
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
文
で
は
《
活
用
語
連
体

形
ガ
タ
メ
》
、
和
文
で
は
用
言
を
受
け
る
例
が
稀
で
'
例
外
的
な
が
ら
《
活
用

語
未
然
形
ム
タ
メ
》
の
形
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
(
築
島
裕
『
平
安
時
代

の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
東
大
出
版
会
・
m
頁
)
。
論
者
の
調
査
で

は
'
今
昔
物
語
集
な
ど
(
広
-
和
漢
混
清
文
資
料
)
で
は
、
《
活
用
語
未
然
形

ム
ガ
タ
メ
》
の
形
が
多
-
'
中
世
以
降
広
-
行
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
D
尚
、
宗

清
原
文
案
で
(
讐
」
の
事
を
き
お
ひ
申
さ
叫
叫
璃
噺
、
え
ん
に
ふ
れ
て
)
、
毎

月
抄
に
は
「
家
風
に
そ
な
へ
ん
た
め
に
明
月
記
を
草
L
を
き
て
侍
事
」
「
口
な

れ
ん
た
め
に
は
は
や
ら
か
に
よ
み
な
ら
ひ
侍
べ
し
」
の
如
き
用
例
が
確
認
さ
れ

る
O
定
家
の
用
語
と
し
て
い
ず
れ
が
最
も
相
応
し
い
か
俄
に
決
し
難
い
が
、
1

応
《
活
用
語
未
然
形
ム
タ
メ
》
の
訓
み
を
採
り
、
助
詞
こ
を
補
読
す
る
。

「
握
翫
」
は
音
読
す
べ
き
熟
語
と
思
わ
れ
る
。
定
家
の
用
語
と
し
て
も
明
月

記
「
只
見
仁
王
会
呪
願
握
翫
其
文
章
」
(
治
承
四
年
五
月
二
九
日
)
等
が
認
め

ら
れ
、
古
典
大
系
注
で
も
「
定
家
は
歌
合
判
詞
で
も
こ
の
詞
を
度
々
用
い
て
い

る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
「
通
」
は
名
義
抄
(
悌
上
五
六
)
の
カ
ヨ
フ
に
従
う
。

和
歌
無
師
匠
只
以
者
苛
為
師

染
心
於
古
風
習
詞
於
先
達
者
誰
人
不
詠
之
我

で

一

r

・

、

蝣

f

f

、

.

ヤ

t

V

-

-

i

る

和
歌
は
師
匠
な
し
。
只
者
き
歌
を
も
ち
て
師
と
す
。

心
を
か
即
に
軒
め
,
靴
を
形
影
に
酢
は
ゞ
、
輿
の
)
ぷ
か
:
.
&
ま
ざ
ら
む
や
。

「
和
歌
無
師
匠
」
の
訓
読
は
、
時
代
的
・
文
体
的
な
文
法
や
表
現
の
特
徴
を

勘
案
し
て
も
、
特
に
助
詞
二
を
補
読
す
べ
き
理
由
や
、
所
謂
二
格
主
語
に
よ
る

表
現
を
用
い
る
べ
き
積
極
的
根
拠
は
得
ら
れ
な
い
。
「
膏
苛
」
の
訓
み
の
検
討

は
既
述
。
「
師
匠
シ
主
ウ
」
字
類
抄
(
下
・
畳
字
)
.
「
古
風
」
は
毎
月
抄
「
こ
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の
御
百
百
に
多
分
古
風
の
み
え
侍
」
が
音
読
語
と
見
ら
れ
る
の
に
従
う
。

動
詞
が
複
数
の
対
象
を
と
り
ヲ
格
と
こ
格
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
場
合
、
国

語
文
に
お
け
る
両
者
の
順
序
は
自
由
で
あ
る
が
、
和
化
漢
文
と
訓
読
と
の
関
係

で
は
構
文
に
一
定
の
型
を
持
つ
。
《
動
詞
A
於
B
》
型
の
訓
読
は
「
A
を
B
に
～

す
」
の
順
序
が
固
定
的
で
、
和
風
の
《
α
動
詞
β
》
型
は
「
α
に
β
を
～
す
」

の
順
序
で
訓
ぜ
ら
れ
る
。
少
な
-
と
も
宗
清
願
文
案
に
は
斯
か
る
法
則
性
が
認

め
ら
れ
る
。
従
っ
て
へ
「
於
」
に
よ
る
型
の
当
例
は
、
意
味
上
も
「
心
を
古
風

に
染
め
へ
詞
を
先
達
に
習
は
ゞ
」
と
訓
読
す
べ
き
と
判
ぜ
ら
れ
る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
「
乎
」
「
哉
」
両
字
は
、
質
問
・
疑
惑
・
反
語
そ
れ
ぞ

れ
の
表
現
に
広
-
使
用
さ
れ
る
(
峰
岸
文
献
6
-
2
貢
)
。
当
例
は
否
定
語
を
含
む

反
語
表
現
で
へ
そ
の
表
現
内
容
や
形
式
は
古
今
和
歌
集
・
仮
名
序
の
「
生
き
と

し
生
け
る
も
の
、
い
づ
れ
か
歌
を
詠
ま
封
切
引
」
に
通
ず
る
。
一
方
、
和
化

漢
文
の
表
現
形
式
と
訓
読
と
い
う
点
で
は
宗
清
願
文
案
の
〔
誰
不
悲
相
害
之
苦

乎
〕
(
9
6
た
れ
か
相
害
す
る
く
る
し
ひ
を
か
な
し
は
割
引
叫
刊
)
が
参
考
に
な

る
D
定
家
に
よ
る
反
語
表
現
の
訓
読
法
が
、
文
末
の
助
字
を
ヤ
と
訓
み
'
助
詞

カ
・
助
動
詞
ム
を
補
読
す
る
形
式
で
あ
る
こ
と
が
判
る
の
で
'
こ
れ
に
従
う
。

問
題
と
な
る
は
「
誰
人
」
の
訓
み
で
あ
る
。
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
誰
人
」
は

既
に
日
本
霊
異
記
に
も
見
え
る
「
誰
人
莫
過
斯
甚
」
(
上
巻
・
第
二
七
)
。
そ
の

訓
み
は
、
名
義
抄
「
誰
タ
レ
・
イ
ツ
レ
・
イ
カ
ム
ノ
誰
何
タ
レ
何
誰
タ
レ
カ
」
(
法
上
五
こ

な
ど
に
よ
っ
て
も
'
タ
レ
(
ノ
)
ヒ
ト
・
イ
ヅ
レ
(
ノ
)
ヒ
ト
が
考
え
ら
れ
る
。

和
文
系
資
料
で
そ
れ
ら
の
仮
名
表
記
例
を
確
認
す
る
と
、
源
氏
物
語
・
と
は
ず

が
た
り
・
枕
草
子
な
ど
に
は
な
い
(
勿
論
タ
レ
・
イ
ツ
レ
は
存
す
る
)
が
、
反

語
表
現
に
限
っ
て
見
て
も
、
宇
津
保
物
語
に
「
民
部
卿
の
宮
-
右
の
お
と
ゞ
-

い
と
二
な
-
あ
そ
ば
せ
給
を
き
か
せ
給
て
い
づ
れ
の
人
か
御
心
の
ど
か
に
て
こ

も
り
お
は
せ
ん
」
(
嵯
峨
院
)
、
栄
華
物
語
に
「
わ
が
き
み
を
ば
た
れ
の
人
か
を

ろ
か
に
お
も
ひ
き
こ
ゆ
る
事
あ
ら
ん
」
(
巻
四
)
等
が
あ
り
、
両
語
の
使
用
が

確
認
さ
れ
る
。
ま
た
へ
助
詞
ノ
の
有
無
に
関
し
て
仮
名
表
記
例
を
確
認
す
る
と
、

イ
ヅ
レ
に
つ
い
て
は
「
い
づ
れ
の
人
」
の
確
例
は
存
す
る
も
の
の
「
い
づ
れ
人
」

は
確
認
で
き
ず
、
タ
レ
に
つ
い
て
は
「
た
れ
の
人
」
「
た
れ
人
」
共
に
そ
の
用

例
を
確
認
で
き
る
「
た
れ
人
の
す
み
か
と
は
し
ら
ね
ど
、
い
か
に
も
た
ゞ
人
の

居
所
に
は
あ
ら
ざ
り
け
る
な
ん
め
り
」
(
無
名
抄
・
関
清
水
事
)
。
更
に
へ
漢
字

ホ

カ

ノ

ヽ

く

表
記
と
の
関
係
を
和
漢
混
清
文
で
見
る
と
'
今
昔
物
語
集
に
「
悌
ヨ
リ
外
I
六
誰

!

.

、

-

く

シ

ン

イ

オ

コ

サ

ウ

f

・

ル

ア

人
力
隈
意
ヲ
不
発
ザ
ル
者
ハ
有
ル
ベ
キ
0
-
・
・
・
生
ル
者
ハ
必
ズ
滅
ス
相
ヘ
ル
者
ハ
定
メ
テ
離
ル
.

醜
悪
此
ノ
事
ヲ
撃
ム
O
」
(
巻
二
・
第
四
)
、
「
御
堂
ノ
壇
ヲ
賢
二
、
天
皇
、
響

ス

ク

シ

カ

レ

バ

伊

ル

く

く

コ

ノ

イ

レ

ザ

取
テ
土
ヲ
済
ヒ
給
フ
、
-
-
然
、
大
臣
ヨ
リ
始
メ
テ
誰
人
力
此
事
心
二
不
入
ラ
ム
、
堂
塔

z
x
m
z

皆
出
来
ヌ
0
」
(
巻
1
1
・
第
1
三
)
が
確
認
さ
れ
る
O
訓
み
に
関
す
る
決
定
的

な
根
拠
は
得
ら
れ
ず
イ
ヅ
レ
(
ノ
)
ヒ
ト
の
可
能
性
も
残
す
が
'
タ
レ
(
ノ
)

ヒ
ト
を
採
る
。

和
化
漢
文
の
訓
読
に
お
け
る
問
題
点
と
課
題

訓
読
試
案
と
い
い
な
が
ら
へ
訓
読
に
つ
い
て
複
数
の
可
能
性
を
提
示
し
'
最

終
的
な
決
定
を
一
つ
に
絞
り
き
れ
な
か
っ
た
箇
所
が
あ
る
o
こ
れ
は
理
解
語
桑

に
比
し
て
表
現
語
桑
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、
構
文
や
語
法
な

ど
の
様
々
な
領
域
に
お
い
て
も
、
理
解
行
為
に
お
け
る
も
の
よ
り
も
表
現
行
為

に
お
け
る
も
の
の
方
が
限
定
的
に
な
り
や
す
い
こ
と
と
関
係
す
る
。
日
常
常
用

の
国
語
に
よ
っ
て
思
考
し
た
内
容
を
、
国
語
の
文
章
様
式
に
よ
っ
て
表
現
す
る

こ
と
に
比
べ
て
、
知
識
と
し
て
諒
解
し
て
い
る
範
囲
内
で
の
漢
文
様
式
で
表
現

す
る
和
化
漢
文
の
方
は
、
表
記
・
語
嚢
・
語
法
・
構
文
な
ど
に
お
い
て
漢
文
の
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制
約
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
た
め
に
、
豊
か
で
自
在
な
表
現
が
で
き
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
和
化
漢
文
と
い
う
表
現
様
式
は
'
和
文
と
漢
文

と
の
両
様
式
が
重
な
る
部
分
で
表
現
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
二
重
に
制
限
さ

れ
た
狭
い
選
択
範
囲
内
で
の
表
現
を
採
る
様
式
と
い
え
る
。
国
語
の
表
現
と
漢

文
様
式
の
表
現
(
例
え
ば
和
語
と
そ
の
漢
字
表
記
)
と
の
関
係
が
、
和
化
漢
文

で
は
比
較
的
単
純
化
さ
れ
て
い
た
(
例
え
ば
所
謂
訓
漢
字
の
使
用
)
と
は
言
い

な
が
ら
も
へ
個
別
具
体
的
な
細
部
に
お
い
て
は
'
常
に
l
対
1
的
な
対
応
関
係

に
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
複
数
の
国
語
表
現
が
一
つ
の
漢
文
表
現
で
し
か
成
し

得
な
か
っ
た
り
、
或
い
は
そ
の
逆
の
情
況
に
あ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
国
語

表
現
と
(
和
化
)
漢
文
表
現
と
の
間
に
'
絶
対
的
な
不
動
の
関
係
と
し
て
存
す

る
法
則
性
や
基
準
が
認
め
ら
れ
ず
'
複
数
の
表
現
形
式
を
許
す
「
ゆ
れ
」
が
あ

る
場
合
は
、
訓
読
の
可
能
性
を
示
す
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
'
以

前
拙
稿
(
「
「
石
清
水
八
幡
官
権
別
当
田
中
宗
清
原
文
案
」
漢
字
交
り
本
文
と
和

化
漢
文
本
文
と
の
対
照
考
察
」
・
r
u
n
呈
叩
表
現
研
究
』
第
1
5
号
)
で
指
摘
し
た

よ
う
に
、
宗
清
願
文
案
に
お
け
る
和
化
漢
文
と
定
家
の
漢
字
仮
名
交
り
文
と
の

関
係
を
語
の
レ
ベ
ル
で
見
る
と
'
「
偏
」
が
「
ひ
と
へ
に
・
み
だ
り
に
」
へ
〓

向
」
が
「
ひ
と
へ
に
・
1
向
に
」
(
「
ひ
と
へ
に
」
に
は
「
偏
」
「
l
向
」
二
種

類
の
漢
字
表
記
が
対
応
す
る
)
へ
「
就
中
」
が
「
な
か
ん
づ
-
に
・
こ
と
に
わ
き

て
は
」
、
「
是
以
」
が
「
こ
1
を
も
ち
て
・
こ
れ
に
よ
り
て
」
、
「
而
」
が
「
し
か

れ
ど
も
・
し
か
る
を
」
へ
「
然
者
」
が
「
し
か
れ
ば
・
こ
れ
に
よ
り
て
」
の
如
-

に
訓
読
さ
れ
る
事
実
が
確
認
で
き
、
句
や
文
の
レ
ベ
ル
で
も
同
様
の
こ
と
が
窺

え
る
。
訓
読
さ
れ
た
複
数
の
語
形
は
、
機
能
的
に
は
互
い
に
共
通
す
る
も
の
で

あ
り
、
意
味
的
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
が
文
脈
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
損
な
う
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
古
辞
書
等
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
漢
字
と
そ
の
訓
と
の
1
般

的
な
関
係
が
'
少
な
-
と
も
定
家
の
和
化
漢
文
作
成
や
訓
読
に
お
い
て
は
'
必

ず
し
も
固
定
的
で
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
国
語
文
と
し
て
そ

の
表
現
に
文
脈
的
不
整
合
を
来
さ
な
い
限
り
に
お
い
て
'
定
家
自
身
の
用
字
・

用
語
の
特
徴
や
文
脈
解
釈
上
の
妥
当
性
を
勘
案
し
て
も
な
お
一
つ
の
訓
み
に
確

定
で
き
な
い
も
の
は
、
定
家
自
身
が
宗
清
願
文
案
で
行
っ
た
よ
う
に
、
現
段
階

で
そ
の
可
能
性
を
示
す
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
な
お
、
訓
読
の
必
然

性
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
な
検
討
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
'
斯
か
る
情
況
は
'

定
家
に
よ
る
和
化
漢
文
の
作
成
や
訓
読
に
お
け
る
特
徴
の
一
画
へ
或
い
は
背
景

に
あ
る
国
語
表
現
と
和
化
漢
文
と
の
関
係
の
一
面
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
考

え
ら
れ
る
。

ま
た
、
前
出
拙
稿
に
お
い
て
、
宗
清
願
文
案
の
定
家
訓
読
が
'
漢
語
を
避
け

て
'
古
辞
書
類
に
字
音
読
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
な
熟
字
な
ど
を
も
和
訓
読
し
、

和
語
を
用
い
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
資
料
の
訓
読
の
考
察
に
あ

た
っ
て
、
近
代
秀
歌
の
用
語
を
通
し
て
訓
読
を
試
み
た
結
果
も
'
ほ
ぼ
同
様
に

基
本
的
に
は
漢
語
や
漢
文
訓
読
語
を
避
け
て
訓
む
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
近

代
秀
歌
の
使
用
語
に
漢
語
が
さ
ほ
ど
多
-
な
い
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
定
家
の
用

語
の
特
徴
を
示
す
l
事
象
と
見
た
い
が
、
今
回
の
考
察
か
ら
短
絡
的
に
結
論
付

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
毎
月
抄
の
場
合
は
必
ず
し
も
漢
語
は
少
な
く
な
い
の

で
、
毎
月
抄
の
資
料
的
・
文
体
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
定
家
の
手
に

な
る
他
資
料
を
も
合
わ
せ
て
へ
更
に
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
た
な
か
ま
さ
か
ず
・
兵
庫
教
育
大
学
)

26


